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研修のあり方の検討及び報告にあたって 

 

 

東京都市町村職員研修所（以下「研修所」という。）は、東京の全市町村による共同

の職員研修機関として、これまでに昭和５１年度を初年度とする第１次５か年計画か

ら第５次５か年計画まで、５年ごとに市町村と共同で検討組織を設置しつつ基本計画

を策定し、それぞれの時代的要請に応えるべく研修を実施してきた。 

平成１２年４月には、５か年計画の策定をやめ、新たに研修所の責任において研修

基本方針を策定し、この基本方針に基づき、「政策形成能力の向上」を重点とした研修

に取り組んできたところである。 

現在、市町村を取り巻く環境は、世界的金融危機を発端とする経済・雇用情勢の悪

化、歯止めのかからない少子高齢化の進展、人口減少社会の到来など、未曾有の厳し

い状況にある。 

また、住民の意識の変化・価値観の多様化に伴い、行政需要は増大・複雑化し、求

められるスピードも一層速まり、さらには団塊世代職員の大量退職による世代交代も

重なり、現場における職員の戸惑いも垣間見えるところである。 

厳しい環境の中にあればあるほど組織を支え担う人的パワーの役割は大きく、人材

育成の役割は、その重みを増してくる。今まさに、いずれの市町村においても、組織

力の向上とそれを担う職員の能力及び意欲の向上が、強く求められているといえる。 

このような状況を踏まえ、市町村と研修所共同で研修所における今後の研修のあり

方を検討するために、平成２１年５月２７日に開催された研修連絡会（３９市町村の

意見調整機関）において、研修担当係長をメンバーとする「東京都市町村職員研修所

研修あり方検討会」（以下「検討会」という。）が設置された。 

この検討会は、平成２０年度に実施した「組織市町村の人材育成基本方針と職員研

修の連携・活用に関する調査・分析」等を参考にし、また市町村に対するアンケート

調査（検討会研修に関する調査）を行い、９回の会議開催を経て、本冊子のとおり報

告書をまとめることができた。 

研修所においては、この検討会の報告の趣旨を踏まえ、市町村と互いの長所・利点

を活かしながら連携・協力を進め、より効率的、効果的な研修を実施し、市町村の人

材育成の一層の推進が図られることを望むものである。 

－1－



第１章 研修の現状と課題 

 

 １ 現在の研修基本方針 

 研修所は以下の研修基本方針（平成１２年４月施行）を掲げ、この基本方針のもと

に、毎年度定める「研修実施計画」に従い研修を実施している。 

「市町村を取り巻く環境の変化に伴い、分権時代の地方自治は、住民の参画のもと、

多様で個性豊かな地域社会の実現を目指し展開されるものである。 

市町村は、地域のニーズを政策として具体化し、透明、公正、効率的な行政運営に

より、住民の信託に応えていかなければならない。また、市町村行政を担う職員は、

その使命を強く自覚し、職責を果たすとともに、時代の変化を敏感に受け止め、積極

的な自己変革と主体的な能力開発に努めることが強く求められている。 

地域の独自性に根ざした政策の形成・実施は、地域における政策主体である市町村

の責任であり、職員にとっては、具体的な政策形成能力の向上が必須のものとなって

いる。こうした観点から、研修所はこれらの能力開発に重点をおいた研修を実施する

ことにより、市町村をめぐる行政環境の変化に対応し、積極的に課題解決に取り組む

ことができる職員の養成を目指す。そのために、多様な研修機会を提供するとともに、

自己啓発支援にも留意し、公務員としての自覚・意識を持ち住民の信託に応える職員

を育成することを目標としている。」 

２ 研修の現状と課題 

   研修基本方針のもとで実施されている研修についてその現状と課題を洗い出して

みる。 

(1) 市町村職員に対する職員研修としては、大別すると各市町村が実施する独自研修と

研修所が実施する共同研修（以下「研修所研修」という。）があり、市町村と研修所

とが車の両輪として連携・協力を図ってきたところである。そしてこれは、しっかり

と根付き、実績を上げてきたといえる。 

 

しかしながら、市町村の研修担当者自身の研修所への認識が不足していたり、研修

担当者間の情報交換の場が少ないとの意見もあり、両者がより有意義で効果的な研修

を実施するためには、研修機能の分担を再度明確化し、連携・協力のさらなる強化が

必要である。 
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(2) 研修所研修は、職層別研修を必修研修として実施し、新任・現任・係長研修等の

各職層において必要とされる基本的職務遂行能力の育成を図っている。 

この職層別研修には、年間約５，０００人の職員が参加し、必要とされる能力の

育成とともに他団体の職員との交流を通じたネットワークづくりも行われている。 

職層別研修は、市町村の取り巻く環境の変化を踏まえ、さらなる研修内容等の充

実が必要である。 

(3) 研修所研修は、選択研修により､政策形成能力等の向上､職員の各種能力やスキル

の向上、実務能力の向上、その他人権、メンタルヘルスをはじめとした意識啓発等

を実施している。 

  選択研修のメニューは、現在相当充実している状況にあるといえる。 

しかしながら、時には研修生が定員に達しない研修もあり、あるいは政策・法務

研修を必修化する市町村が増えつつあることなどから、スクラップ・アンド・ビル

ドによる整備が必要とされてきている。 

また、職層別研修と選択研修の関係がわかりづらいとの意見もあり、相互補完の

関係をわかりやすくする工夫が必要である。 

(4) いずれの職場も少数精鋭主義となっており、職員の早期昇任の傾向と職場での早

期戦力化の必要性が高まってきているとともに職員の意欲喚起、モチベーションア

ップも強く求められている。 

人材の早期育成を図るために、これまでの研修スパンを見直すことが必要である。 

(5) 人員減と職場の多忙化による研修受講機会の確保の難しさや職場における人材

育成の重要性の認識が弱いためか、研修軽視の傾向が見受けられ、このことが、研

修に対する職員の意欲を低下させ、研修効果の妨げを招いている。 

また、研修生に研修目標や研修内容等の情報が十分に伝わっていないため、研修

参加意欲が希薄になっているともいえる。 

これらの対応策としては、魅力的な研修の提供、人材育成の重要性に係る認識の

徹底、研修情報の周知と工夫が必要である。 

(6) 団塊世代の大量退職により、特に技術系職員等の技術の継承が危惧される状況に

あるため、技術系職員等の技術の継承やプロ意識の高揚につながる対応が必要に 

なってきている。 
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  以上の研修に対する現状と課題から見えてくる取り組むべき課題を整理すると、

以下のとおりである。 

 

取 り 組 む べ き 課 題 

 

１ 市町村と研修所との連携・協力の推進 

 (1) 研修機能の分担 

 (2) 連携・協力の強化 

 (3) 情報交換の活性化 

２ 人材の早期育成等に向けた対応 

 (1) 早期昇任の傾向への対応 

 (2) 意欲喚起・モチベーションアップにつながる対応 

３ 研修受講促進のための対応 

 (1) より魅力的な研修の提供 

 (2) 人材育成の重要性に係る認識の徹底 

 (3) 研修情報の周知と工夫 

４ 研修のより効果的な実施 

５ 技術系職員等の技術の継承やプロ意識の高揚につながる対応 
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第２章 個別検討と改善方向 

 

 １ 市町村と研修所との連携・協力の推進【取り組むべき課題１関連】 

人を育て、その能力を伸ばすことは、時代を超えて続く課題である。 

市町村と研修所は、この課題を解決し目標を達成するために、相互に連携協力する

とともに、研修実施にあたって、できるだけ競合、重複を避けるよう研修機能を分担

する。 

   ※ 第３章において詳述する。 

 ２ 人材の早期育成等に向けた対応【取り組むべき課題２関連】 

社会状況の変化とともに昇任の若年化傾向も見られ、また平成１９年（２００７年）

から団塊世代の大量退職が始まり、それに続く世代の退職も各市町村において続く

ことが予想され、その結果として職員の早期育成がますます求められている。 

現任研修については、研修のスパンの短縮化等により、早期育成を図るとともに、

研修内容においても職員の意欲・モチベーションを高める方策を工夫する。 

   ※ 第４章の１において詳述する。 

 ３ 研修受講促進のための対応【取り組むべき課題３関連】 

(1) より魅力的な研修の提供 

研修を「組織ニーズに合う・実務に役立つ・個人意欲の喚起につながる」という

点から見直し、組織目的達成の促進を図る。 

その例としては、次のようなものが考えられる。 

①専門的な能力の向上・開発と、現場の実情に適合する実践的なスキルの修得に

向けた研修 

②単独で実施できない専門性の高い、アカデミックな研修 

③多様化する社会情勢に対応するタイムリーな研修 

④公務員としての枠にとらわれない視野を広げ、意識改革につながる研修 

⑤経営感覚、住民感覚を取り入れた研修 

⑥同じ業務を行う研修生同士の意見・情報交換が行える研修 

⑦民間企業社員との交流研修 

⑧現在の仕事を振り返り、新たな気付きや意欲の向上を図ることのできる内容を

取り入れた研修 
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(2) 人材育成の重要性に係る認識の徹底 

研修等、様々な手段を通じて管理監督職の認識をさらに深めることにより、職場

における人材育成に対する意識の向上とその実践の促進を図る。 

そのために、次のようなものが考えられる。 

①管理監督職向けの研修等で人材育成の重要性を深める。 

②職場における研修への理解、協力を高める。 

(3) 研修情報の周知方法の工夫 

研修概要、四半期通知、ホームページ等、様々な手段を通じて、研修のねらい、

内容等をわかりやすく、次のように周知する。 

①研修の名称については、具体的な内容がイメージできるサブタイトルや説明を

必要に応じて追加し、研修担当者及び研修生の意識と研修内容のズレを防止す

る。 

②研修情報紙、ホームページ等により積極的に参加意欲を引き出すよう研修の情

報発信をする。 

③研修フロー図等により、職層の段階や能力・スキルの向上に合わせた研修の仕

組みをわかりやすく伝える。 

(4) 受講しやすい方法の工夫 

研修日数の短縮や研修日程の工夫等により、職場を離れやすい日程とする。 

(5) 島しょ地域への研修支援 

島しょ地域の職員の研修機会の確保のため、出張研修等を積極的に実施する。 

 ４ ニーズを踏まえた効果的な研修の実施【取り組むべき課題４関連】 

(1) 研修及び科目内容等の見直し並びにねらいを絞った効果的な実施 

分権時代を担うための専門的な能力の向上・開発と市町村のニーズに合う実践的

なスキルの修得のため、市町村の意見を踏まえるとともに、研修手法の工夫改善を

次のとおり進める。 

①単年度の研修実施計画策定の段階から、研修担当者又は各業務の課長連絡会若

しくは幹事団体との意見交換会を随時設け、意見調整を行う。 

②より実践的で効果的な内容になるように、グループワーク・討議・事例研究等

の様々な研修手法を検討する。 

③研修受講前に課題の提示、アンケート等を実施し、事前学習により研修生の知

識レベルを一定水準まで高めるとともに目的意識の醸成を図る。 

④優れたノウハウを共有し、共通する課題解決の手がかりとするため、先進市町

村における事例の発表・紹介を実施し、意見交換を行う。 
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(2) 実務研修における講師選定等 

講師は、実務者として、知識や考え方を伝えることができる者を選定する。 

各研修のテーマは、市町村が共通して取組んでいる課題を調査抽出して決定する。 

(3) 情報処理研修の再検討 

情報処理研修については、組織にとって必要な研修かどうかを踏まえて、現在実

施している研修の評価・検証を行う。そのために、情報処理研修部会等を設置して

再検討する。 

(4) 選択研修の必修化 

政策・法務研修を必修化する市町村が増えつつあることから、今後の動向を見極

めたうえで、当該研修を必修研修に位置付けていく必要がある。 

 ５ 職層別研修と政策・法務研修の相互補完関係の整備【取り組むべき課題４関連】 

政策・法務研修と職層別研修については、その相互のつながり（内容、受講順等）

に留意し、受講者のステップアップに合わせて、段階的に受講できるよう見直す。な

お、政策・法務研修は、具体的な場面での実践・応用が可能な能力の修得を最終目標

とする。 

   ※ 第４章の２において詳述する。 

 ６ ＯＪＴ（職場研修）の支援【取り組むべき課題４関連】 

ＯＪＴは、人材育成の中で極めて重要な研修と位置付けられるが、ＯＪＴの導入状

況については、職場によって千差万別である。したがって、研修所による支援策とし

て何ができるかを検討する必要がある。考えられるものとしては、各個別研修の中で

のＯＪＴ技法の説明や意義の周知徹底のほか、新たにＯＪＴリーダー研修等の実施が

ある。 

 ７ 研修の効果測定【取り組むべき課題４関連】 

研修の効果測定は、現在、研修生感想文や各市町村研修担当者の意見によるフィー

ドバックによって行われている。効果測定は、研修を改善し、かつその効果を高める

ための重要な手段である。 

研修生及び上司を対象にしたアンケートの実施等について検討する必要がある。 

 ８ ｅラーニングの導入の検討【取り組むべき課題４関連】 

研修機会の拡充と研修内容の効率的学習を進める手段として、今後、研修とセット

での事前学習への活用等、何ができるかの検討が必要である。 
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 ９ 技術系職員、各種少数職種職員及び再任用職員の取扱い【取り組むべき課題５関連】 

(1) 技術系職員 

①団塊世代の大量退職に伴い、技術系職員の技術の継承や仕事の質の向上が求め

られ、事務系職員とは別に技術系職員を対象とする研修が必要である。 

②事務系職員とともに受講する一般的な研修のほかに行う研修としては、平成 

２１年度スポット研修で試行的に実施した技術系職員向けの研修等をもとに、

具体的な研修を計画する。 

   ※ 第４章の３において詳述する。 

(2) 技能労務職 

脱単純労務職化の傾向が強まる中、技能労務職についても研修は必要であり、今

後も「技能労務職研修」は継続して実施することとし、更に内容を精査する。 

また、現在までの経緯を踏まえ、上記職員が受講できる研修について、整理する。 

①「技能労務職研修」、「人権研修」、「男女共同参画社会形成研修」、「情報倫理」、

「メンタルヘルス」及び「講演会」は、従前と同様とする。 

②「情報処理研修」については、市町村割当人員枠の範囲内で、空きがある場合

は、受講できるようにする。 

(3) 病院看護師・技師、消防職員 

病院看護師・技師、消防職員に対する研修については、内容によっては、必要性

もある。 

また、現在までの経緯を踏まえ、上記職員が受講できる研修について、新たに整

理し、関係市町村と連携を図りながら個別具体的に検討を進める。 

①「技能労務職研修」、「人権研修」、「男女共同参画社会形成研修」、「情報倫理」、

「メンタルヘルス」及び「講演会」は受講できるようにする。 

②「情報処理研修」については、市町村割当人員枠の範囲内で、空きがある場合

は、受講できるようにする。 

(4) 再任用職員 

①常勤再任用職員のうち一般行政職、税務職、福祉職又は企業職（一部）に分類

される職員については、一般職員と同様に全ての研修を受講できる。 

②短時間勤務再任用職員については、常勤再任用職員と同様な取り扱いではない

が、必要に応じて次のような取扱いとする。 

ア「技能労務職研修」、「人権研修」、「男女共同参画社会形成研修」、「情報倫理」、

「メンタルヘルス」及び「講演会」は受講できるようにする。 

イ一般職員時に、再任用予定者向け研修の実施を検討する。 
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第３章 研修の機能分担と連携協力 

 

 １ 基本的な考え方 

人材育成及び人材開発は、時代を超えて続く課題である。 

市町村と研修所は、この課題を解決し目標を達成するために、相互に連携協力する

とともに、研修実施にあたって、できるだけ競合、重複を避けるよう研修機能を分担

する。 

研修所

共同研修

市町村

独自研修

人材育成

車の両輪

 
 

 ２ 分担の考え方 

(1) 市町村が行う研修 

人材育成の基本的な役割を担うのは市町村である。 

市町村が行う独自研修は、地域特性を踏まえながら、長期的展望に立った人材育

成を行うことが望ましい。 

そのために、当該市町村にとって必要な資質を備えた職員づくりを目標とするが、

その内容としては、研修所研修では効果の期待しにくい、次のものが考えられる。 

①各市町村が取り組む政策課題に関連するもの 

②日常業務（接遇等）に即した実務、知識、技能に関わるもの 

③職場体験に関わるもの 

④当該組織員として連帯感、使命感を高揚するもの 

⑤職場研修、自己啓発を促進するもの 

※ 研修連絡会ブロック別研修 

研修連絡会は、６つのブロックに分かれており、各ブロックではそれぞれの地

域特性を活かしたブロック別研修が行われている。 

ブロック別研修を実施することにより、より高い研修効果が得られるものとし

て、次のものが考えられる。 

・ブロック別研修で実施することが経済効率の高いもの 

・当該ブロック地域共通の行政課題及び行政需要に関するもの 
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(2) 研修所が行う共同研修 

人材育成・開発において共同研修が担う役割と効果は大きい。 

研修所は、多摩・島しょ地域の３９市町村の共同研修機関として、行政環境の変

化に対応し、積極的に課題解決に取り組むことができる職員の養成を目指す。 

研修所が実施することにより、より高い研修効果が得られるものとして、次のも

のが考えられる。 

①各市町村に共通的なもの 

②共同実施により、研修効率及び研修効果の高まるもの 

③各市町村が独自で実施することが困難なもの 

④行政課題、研究技法等において先導的な実施が必要であると思われるもの 

⑤高度の専門的知識及び技能を修得するためのもの 

⑥市町村職員の相互交流を深め、情報交換ネットワークづくりを重要視するもの 

⑦３９市町村の研修水準の向上に資するもの 

 ３ 連携と協力 

(1) 研修所は、多摩・島しょ地域の３９市町村の集合研修機関として、職員の資質の

向上、能力の開発・活用を図っていくための人材育成の役割を担う。 

(2) 各市町村は、主体性と責任を持って独自の集合研修を実施するとともに、３９市

町村の共同研修として位置付けられている研修所研修へも積極的に参画することが

必要である。 

(3) 職場研修及び自己啓発については、各市町村が自主的に取り組み、研修所が補完

的に支援していく。 

(4) 研修生同士の交流による情報交換や人間関係の構築を支援する。 

(5) 研修所は、講師情報、研修手法のノウハウを提供する。 

(6) 各市町村は、研修所からの研修情報を職員に周知する。 

(7) 他研修機関との連携・ネットワーク機能の充実を図る。 
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 ４ 研修連絡会等の活性化 

研修担当者の研修所研修への認識不足の解消や担当者相互の情報収集の促進を図

るため、少人数による情報交換の場が必要である。 

研修所と市町村との協力・連携機関である研修連絡会等のあり方を見直す。 

(1) 研修連絡会の見直し 

現行定例で年４回実施している研修連絡会については、年１回程度とし、研修の

基本的重要事項について協議、検討する場とする。（全市町村の課長職を対象とし

た会議） 

(2) 情報交換の場の設置 

新たに研修所研修等に関する協議・検討する各ブロック会議を年３回程度設け、

研修所も参加し意見・情報交換を行う。その後全体会（ブロック合同会議）を実施

して、各ブロックからの意見等を調整する。ただし、島しょ町村ブロックについて

は別途検討する。（全市町村の研修担当者を対象とした会議） 
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第４章 研修体系と内容の主な改正点 

 

 １ 現任研修 

現任研修の体系と内容を見直し、現行の研修形態（在職５年程度、１０年程度、１５

年程度の職員の順次受講が基本）に対し、初回受講年次の早期化とその後の受講スパ

ンの短縮化を図り、在職３年程度を対象とする｢現任研修(１部)」、以降４年スパンで

在職７年程度を対象とする｢現任研修(２部)｣、在職１１年程度を対象とする｢現任研修

(３部)｣を実施する。さらに在職２０年以上の職員を対象とした研修を設ける。 

現任研修は、政策形成を中心としたものと、コミュニケーションやマネジメントを中

心としたものを交互に実施し、係長研修へとつなげ、より効果的なものとする。 

(1) 「現任研修(１部)」は、新任研修で実施した政策形成を踏まえ、問題解決手法を

中心とした内容で実施することを検討する。 

(2) 「現任研修(２部）」は、後輩の指導を中心とした内容で実施することを検討する。 

(3) 「現任研修(３部)」は、現行のディベート型を踏襲した内容で実施することを検

討する。 

(4) 在職２０年以上（概ね４５歳以上）の職員を対象とした、「現任フォローアップ

研修」を新設し、職員の組織貢献力の向上と自己の能力開発を中心とした内容で実

施することを検討する。 

改正後

職層別研修 新任研修

現任研修

係長研修

課長研修

部長研修

新任研修Ⅰ期

現任研修（３部）

現任研修（１部）

現任研修（２部）

係長現任研修

係長新任研修

現任フォローアップ

研修

新任研修Ⅱ期

課長新任研修

課長現任研修

部長研修

転職者研修

転職者研修Ⅰ期

転職者研修Ⅱ期

入庁時

入庁時

在職３年程度

在職７年程度

在職11年程度

係長１年目

係長１年以上

課長１年目

課長１年以上

部長

在職20年以上

改正部分
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 ２ 政策・法務研修 

政策・法務研修の体系と研修を見直し、職層別研修とのつながりの中で、段階的に

受講できる構成とし、法令解釈・適用から立法まで含めた幅広い法務能力を高める法

務研修と自治体経営の様々な場面において直面する変化に柔軟に対応する能力等を高

める自治体経営研修に変更し実施する。 

(1) 法務研修は、法律基礎部門及び法律専門部門の２部門とし、法律基礎部門では、

新任研修で実施した地方自治制度、地方公務員制度をさらに発展した内容とする

「行政法Ⅰ」、「地方自治法」及び「地方公務員法」のほか、「民法・民訴法Ⅰ」を

民法のみの「民法Ⅰ」として実施する。 

また、法律専門部門では、「行政法Ⅱ」及び「判例研究」のほか、「民法・民訴法

Ⅱ」を分離して「民法Ⅱ」と「民事訴訟法」として実施する。 

(2) 自治体経営研修は、政策形成部門、政策法務部門及び政策財務部門の３部門とし、

現行の研修「自治体経営」を廃止し、政策経営部門では「政策課題研究」、政策法

務部門では「政策法務（基礎）」と「立法法務」、政策財務部門では「地方財政」を

実施する。 

(3) 「自治立法実務」に関しては、実務的内容が多いため実務研修に移行して実施す

る。 

改正後

法務研修 法律基礎部門

法律専門部門

政策財務部門

政策法務部門

政策形成部門

行政法Ⅰ

地方公務員法

行政法Ⅱ（奇数年）

民法Ⅱ（偶数年）

地方財政

自治立法実務

民法Ⅰ

地方自治法

判例研究（偶数年）

政策法務（基礎）

立法法務

政策課題研究

実務研修 総務・一般部門

税務部門

事業部門

省 略

省 略

省 略

民事訴訟法（奇数年）

自治体経営研修

改正部分
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 ３ 専門職研修 

団塊世代の大量退職に伴う技術の継承や仕事の質の向上を図るため、現在スポット研

修で実施している技術系職員向けの研修を、専門職研修として位置付け実施する。 

具体的には、マニュアル等では伝えられない現場感覚や経験に基づく判断力を修得

させるため、職務経験や立場の異なる職員同士の情報交換や交流を図る研修を実施す

る。 

 

改正後

専門職研修
保健師研修

（偶数年）

栄養士研修

（奇数年）

保育士研修

技術職研修

改正部分
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第５章 その他必要事項 

 

 １ 報告書の取扱い 

この報告書の内容については、毎年度策定する研修所研修実施計画に反映させ、時代

の変化に即応した有意義で効果的な研修を実施する。 

なお、具体的な実施時期については、原則として、事前の検討、企画及び準備等の期

間を考慮し、平成２３年度以降とする。ただし、可能なものについては、平成２２年

度から実施する。 

 

 ２ 今後のあり方検討会 

「研修あり方検討会」を、今後も定期的に設置し、検討を行うことが望ましい。 

（４～５年ごとに実施し、委員は、市町村の課長職・係長職による。） 
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資料１  「研修あり方検討会」委員名簿 

 

資料２  「研修あり方検討会」設置について 

 

資料３  「研修あり方検討会」検討経過 

 

資料４  「研修あり方検討会」研修に関する調査結果（調査票⑤） 

 

資料５  市町村が求める人材・職員像について（調査・分析報告書より抜粋） 

 

資料６  市町村が求める職員の能力要件等について（調査・分析報告書より抜粋） 

 

資料７  研修体系（職層別、政策・法務、専門職研修）新旧対照 

 

資料８  東京都市町村職員研修所 研修フロー図（平成２３年度計画） 
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ﾌﾞﾛｯｸ 市 町 村 名 職 名 氏 名

八 王 子 市 総務部職員課人材育成担当主査 野 口 勇

稲 城 市 総務部人事課研修厚生係長 笠 松 浩 一

座　長 立 川 市
　行政管理部
　人事課人材育成推進担当主査

小 宮 山 克 仁

羽 村 市 総務部職員課課長補佐 河 合 佐 枝 子

副座長 調 布 市 総務部人事課人事研修係主査 深 沢 典 充

三 鷹 市 総務部職員課人事研修係主査 小 林 大 祐

西 東 京 市 総務部職員課研修厚生係主査 國 府 方 秀 喜

小 平 市 総務部職員課研修担当主査 市 川 裕 之

檜 原 村 総務課課長補佐 坂 本 政 人

副座長 奥 多 摩 町 総務課係長 守 屋 吉 彦

6 大 島 町 総務課庶務係長 橘 田 竹 弘

1

2

3

4

5

資料１

東京都市町村職員研修所研修あり方検討会委員名簿
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資料２ 

 
東京都市町村職員研修所研修あり方検討会設置について 

 
１．目的 

東京都市町村職員研修所（以下、「研修所」という。）における今後の研修のあり 
方を検討するため設置する。 

 
２．名称 
  東京都市町村職員研修所研修あり方検討会（以下、「研修あり方検討会」という。） 
 
３．研修あり方検討会の設置主体 

東京都市町村職員研修所研修連絡会（以下、「研修連絡会」という。） 
 
４．構成 
（１）研修あり方検討会の委員は、研修連絡会から互選により選出する。 

① 委員の総数は、１２名以内とする。 

② 委員の選出は、研修連絡会各ブロックより２団体ずつ選出とする。ただし、第

６ブロックにあっては１団体とする。 

③ 委員は、選出団体の研修担当係長が務めるものとする。 

（２）研修あり方検討会に座長及び副座長を置く。座長、副座長はその会の互選とし、

座長が会を統括する。 

（３）研修あり方検討会は、必要に応じて学識経験者等に調査、研究の助言を求め、又

は委託することができる。 
 
５．事務局 

事務局を、研修所教務課に置く。事務局は、研修あり方検討会の事務をつかさどる。 
 

６．検討事項 

（１）研修の基本理念について 

（２）研修の現状と課題について 

（３）各市町村と研修所との研修の機能分担について 

（４）研修所研修の基本方針について 

（５）研修所研修の研修体系と内容について 

（６）その他必要事項 
 
７．設置期間 

平成２１年５月２７日から平成２２年３月３１日まで 
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22.1.14 第９回　検討会

第８回検討会の報告について

最終報告のまとめ

その他

資料３

その他

その他

東京都市町村職員研修所研修あり方検討会検討経過

時 期 開 催 検 討 会 等

第３回　検討会

その他

「研修の基本方針と研修体系」に関する意見等について

内 容

第４回　検討会

第３回検討会の報告について

研修に関する調査について

第２回検討会の報告について

第 ２ 回研 修連 絡会
（ 課 長会 ・係 長会
合 同 会 議 ）

その他

研修の現状と課題について

研修の機能分担について

研修基本方針と研修体系の見直しについて

研修所研修分析の結果について（報告）

平成２２年度研修実施計画（案）の概要について

その他

中間報告の作成について

21.6.19

第２回　検討会

第１回　検討会

「研修あり方検討会」中間報告について

研修の現状と課題ついて

21.11.4

21.7.28

中間報告のまとめ

平成２２年度研修所予算（案）の概要について

研修の機能分担について

21.8.26

21.5.27
第 １ 回研 修連 絡会
（ 課 長会 ・係 長会
合 同 会 議 ）

「あり方検討会」の設置について

「あり方検討会」の委員について

人材育成基本方針等の調査・分析結果について

第１回検討会の報告等について

研修に関する調査期間　7/29　～　8/21

21.7.6

研修に関する調査結果について

21.9.28 第６回　検討会

第５回検討会の報告について

座長、副座長の選出について

今後の進め方について

研修理念について

研修の現状と課題について

研修の機能分担について

研修基本方針と研修体系の見直しについて

（組織市町村を対象に実施）

21.10.27 第７回　検討会

第６回検討会の報告について

中間報告のまとめ

その他

21.9.17 第５回　検討会

第４回検討会の報告について

研修の現状と課題について

その他

21.12.1 第８回　検討会

第７回検討会の報告について

研修に関する調査結果（調査表⑤）のまとめについて

その他

中間報告の内容について

－22－



資料４
研修あり方検討会研修に関する調査結果（調査票⑤）研修あり方検討会研修に関する調査結果（調査票⑤）

No.1No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが 従来より実施しているため

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

市町村として 独自研修をどういった理由から企画されていますか

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

25
20

22

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

20

25
20

22

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

10

15

20

25
20

12

22

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

5

10

15

20

25
20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤

20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤

20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤

20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
・ 団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤

20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤

20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤

20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤

20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2
市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤

20

12

22

5

15

市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4
クレーム対応研修 3
接遇研修 3

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4
クレーム対応研修 3
接遇研修 3
仕事の生産性向上研修（段取り・業務改善） 2
研修体系の整備（コンピテンシ ） 2

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4
クレーム対応研修 3
接遇研修 3
仕事の生産性向上研修（段取り・業務改善） 2
研修体系の整備（コンピテンシー） 2
労務管理研修（人事考課者研修） 2

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4
クレーム対応研修 3
接遇研修 3
仕事の生産性向上研修（段取り・業務改善） 2
研修体系の整備（コンピテンシー） 2
労務管理研修（人事考課者研修） 2

犯罪被害者支援研修、民間派遣研修、危機管理研修、再任用職
員研修、モチベーション、昇任時研修、実務研修、行政評価研修、

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4
クレーム対応研修 3
接遇研修 3
仕事の生産性向上研修（段取り・業務改善） 2
研修体系の整備（コンピテンシー） 2
労務管理研修（人事考課者研修） 2

犯罪被害者支援研修、民間派遣研修、危機管理研修、再任用職
員研修、モチベーション、昇任時研修、実務研修、行政評価研修、
人事評価研修、メンタルヘルス研修、コーチング研修、現任後期
フォロー研修、法制執務研修、講師養成研修、地域マネジメント研

各1

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4
クレーム対応研修 3
接遇研修 3
仕事の生産性向上研修（段取り・業務改善） 2
研修体系の整備（コンピテンシー） 2
労務管理研修（人事考課者研修） 2

犯罪被害者支援研修、民間派遣研修、危機管理研修、再任用職
員研修、モチベーション、昇任時研修、実務研修、行政評価研修、
人事評価研修、メンタルヘルス研修、コーチング研修、現任後期
フォロー研修、法制執務研修、講師養成研修、地域マネジメント研
修、滞納整理事務研修

各1

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4
クレーム対応研修 3
接遇研修 3
仕事の生産性向上研修（段取り・業務改善） 2
研修体系の整備（コンピテンシー） 2
労務管理研修（人事考課者研修） 2

犯罪被害者支援研修、民間派遣研修、危機管理研修、再任用職
員研修、モチベーション、昇任時研修、実務研修、行政評価研修、
人事評価研修、メンタルヘルス研修、コーチング研修、現任後期
フォロー研修、法制執務研修、講師養成研修、地域マネジメント研
修、滞納整理事務研修

各1

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
回答可）
①研修所研修を補完するため

②地域の特性に対応するため

③時代変化や要望に対応するため

④研修所研修と重複するが、従来より実施しているため

⑤その他

調査結果から市町村の独自研修は、「③時代変化や要望に対応するため」、「①研修所研修を補完するため」、「⑤その他」
の順で企画されていることがわかった。
「⑤その他」の主なご意見としては、以下のとおりである。
　・　団体の人材育成基本方針に基づいて独自研修を企画している。
　・　団体の行政課題に対応し、重点的に向上させる必要があるものについて独自研修を企画している。
　・　職員全体の知識及び能力の標準化を目標に独自研修を企画している。
　・　離島であるため、研修所研修に参加することが困難なため、独自研修を企画している。
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市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。

① 研修所研修を補完するため

② 地域の特性に対応するため

③ 時代変化や要望に対応するため
④ 研修所研修と重複するが、従来よ

り実施しているため

⑤ その他

No.2

研修名等 回答数

OJT 5
自己啓発 4
クレーム対応研修 3
接遇研修 3
仕事の生産性向上研修（段取り・業務改善） 2
研修体系の整備（コンピテンシー） 2
労務管理研修（人事考課者研修） 2

犯罪被害者支援研修、民間派遣研修、危機管理研修、再任用職
員研修、モチベーション、昇任時研修、実務研修、行政評価研修、
人事評価研修、メンタルヘルス研修、コーチング研修、現任後期
フォロー研修、法制執務研修、講師養成研修、地域マネジメント研
修、滞納整理事務研修

各1

市町村で今後、独自研修として新たに計画しているもの、あるいは力を入れるべきと考えているも
のがありましたら、具体的に記入してください。

OJT、自己啓発について、独自研修の企画や力を入れる必要性を感じている旨のご意見を多くいただいた。
クレーム対応、接遇等についても重視し、研修所研修だけでなく、独自研修においても実施することで職員全体のスキル

No.1
市町村として、独自研修をどういった理由から企画されていますか。以下よりお選びください。（複数
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修 ボランティア体験研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。

0

5

10

15

20

25

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

20

16
18 17

12

24

2

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修 キャリアビジ ン 政策形成研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

一般職員研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課 かかる仕事 ネジ 修 市長講話 管理職講和 ケ シ プ

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

一般職員研修

主事研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス キャリアデザイン

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

一般職員研修

主任研修

主事研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

主事研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

主事研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタル ルス 法令研修 ネジメント研修 OJT研修 人事評価研修 チング研修 リスク

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

主事研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナ 市長講話 トップマネジメント

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナー　市長講話　トップマネジメント

課税納税新任研修　接遇研修　CPR講習会　近隣市合同研修　配偶者暴力研修　認知症サ

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

その他

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナー　市長講話　トップマネジメント

課税納税新任研修　接遇研修　CPR講習会　近隣市合同研修　配偶者暴力研修　認知症サ

ポーター養成講座　コンプライアンス研修　自動車運転者講習会　情報化研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

その他

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修

各団体において 職層別に様々な独自研修を実施している 傾向としては以下のとおり

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナー　市長講話　トップマネジメント

課税納税新任研修　接遇研修　CPR講習会　近隣市合同研修　配偶者暴力研修　認知症サ

ポーター養成講座　コンプライアンス研修　自動車運転者講習会　情報化研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

その他

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修

各団体において、職層別に様々な独自研修を実施している。傾向としては以下のとおり。
「新任研修」では、実務研修や体験型の研修を多く実施し、実務への早急な定着と各団体の施策の理解を目標としている。
「一般職員・主任研修」では、コミュニケーションベースの能力開発研修を多く実施し、職場環境の改善や個人のスキルアップを

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナー　市長講話　トップマネジメント

課税納税新任研修　接遇研修　CPR講習会　近隣市合同研修　配偶者暴力研修　認知症サ

ポーター養成講座　コンプライアンス研修　自動車運転者講習会　情報化研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

その他

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修

般職員 主任研修」では、 ミ ケ ション スの能力開発研修を多く実施し、職場環境の改善や個人のスキルアップを
目標にしていることがわかる。
「係長研修」では、能力開発研修による個人のスキルアップ加えて、コーチングやファシリテーションといった指導者向けの研修
も実施し マネジメント能力の向上を目標にしている

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナー　市長講話　トップマネジメント

課税納税新任研修　接遇研修　CPR講習会　近隣市合同研修　配偶者暴力研修　認知症サ

ポーター養成講座　コンプライアンス研修　自動車運転者講習会　情報化研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

その他

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修

も実施し、マネジメント能力の向上を目標にしている。
「課長補佐・課長・部長研修」では、首長講話や人事考課、議会対応、トップマネジメントといった管理職として必要な能力の向
上を目標として研修を実施している。

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナー　市長講話　トップマネジメント

課税納税新任研修　接遇研修　CPR講習会　近隣市合同研修　配偶者暴力研修　認知症サ

ポーター養成講座　コンプライアンス研修　自動車運転者講習会　情報化研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

その他

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修

上を目標として研修を実施している。
また、どの職層においても、メンタルヘルスを実施する傾向にあり、メンタルヘルス対策が喫緊の課題となっていることがわか
る。

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナー　市長講話　トップマネジメント

課税納税新任研修　接遇研修　CPR講習会　近隣市合同研修　配偶者暴力研修　認知症サ

ポーター養成講座　コンプライアンス研修　自動車運転者講習会　情報化研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

その他

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修

No.3

今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきだと考えますか。以下よりお選びください。
また、具体的な案があればお書きください。（複数回答可）
①職層別研修　　②専門職研修　　③政策・法務研修　　④能力開発研修
⑤情報処理研修　　⑥実務研修　　⑦その他

「⑥実務研修」、「①職層別研修」、「③政策・法務研修」、「④能力開発研修」、「②専門職研修」の順で研修所研修の充実
を要望されるご意見をいただいた。
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今後、研修所ではどのような研修に一層力を入れるべきと考えますか。

① 職層別研修

② 専門職研修

③ 政策・法務研修
④ 能力開発研修

⑤ 情報処理研修

⑥ 実務研修

⑦ その他

No.4

研修名 在職年数 内容

新任研修
（新規採用職員研修等）

1～3
服務規律　接遇　システム操作　組織　市町村史　各種計画の概要　市内施設見学　市長講話

市境歩き　自己目標の設定　安全安心研修　文書管理実務研修　法務入門研修　財務会計研

修　問題解決能力向上研修　清掃体験研修　保育体験研修　納税キャンペーン　OJT研修　総

合窓口研修　ボランティア体験研修

3～5 コミュニケーション　経営シミュレーション　キャリアビジョン　接遇リーダー　ロジカルシンキン

グ　メンタルヘルス　接遇　福祉体験研修

5～10
業務改善案発表　市長講講話　管理職講義　中堅職員活性化研修　新任職員指導担当者研

修　庁内報作成研修　政策課題研修　公務員倫理　プレゼンテーション　行政法　コーチング

産業体験研修　キャリアビジョン　政策形成研修

キャリアデザイン　コミュニケーション

人事考課にかかる仕事のマネジメント研修　市長講話　管理職講和　コミュニケーション　プレ

ゼンテーション　法令研修　業務改善研修　行政評価研修　問題発見解決研修　クレーム対応

メンタルヘルス　キャリアデザイン

コーチング　市長講話　管理職講話　政策課題研修　法令研修　ファシリテーション　セクハラ

研修　コンピテンシー研修　接遇リーダー　OJT研修　折衝・調整能力向上研修　　クレーム対

応　マネジメント研修　リーダーシップ研修　政策形成立案研修　メンタルヘルス　不当要求研

修　被考課者目標管理研修　カウンセリングマインド

管理職講話　財政・議会・人事制度　新任考課者研修　OJT研修

カウンセリングマインド　市長講話　人事考課　労務管理　リーダー研修　市長講話　小論文　メ

ンタルヘルス　法令研修　マネジメント研修　OJT研修　人事評価研修　コーチング研修　リスク

マネジメント研修　部下の指導　議会対応

トップセミナー　市長講話　トップマネジメント

課税納税新任研修　接遇研修　CPR講習会　近隣市合同研修　配偶者暴力研修　認知症サ

ポーター養成講座　コンプライアンス研修　自動車運転者講習会　情報化研修

市町村の独自研修で実施している年次別・職層別研修の実施状況についてご記入ください。

その他

一般職員研修

主任研修

係長研修（主査研修）

課長補佐研修

課長研修

部長研修

主事研修
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No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は 派遣研修の中心やOffJTの中核 研修体系のひとつ等として位置付けられ 市町村の独自研修と相互補完

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ 研修所研修では 職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得 共通課題の認識 人事交流を目

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6
職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状 財政 視察 体験等） 19

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長 課長補佐 課長等） 6

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポ タ 養成講座 2

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要 総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。

No.5

現任研修等の内容や実施時期の見直しを検討するにあたって、市町村の研修所研修の位置付け
や研修体系についてお答えください。

研修所研修は、派遣研修の中心やOffJTの中核、研修体系のひとつ等として位置付けられ、市町村の独自研修と相互補完

的に実施している。
とりわけ、研修所研修では、職層別研修を中心に自治体職員としての基礎的知識の修得、共通課題の認識、人事交流を目
的とし、独自研修では、市町村ごとの固有の課題解決、特に注力しなければならないものを選定して実施している。

No.6

研修名等 回答数

新任研修（市町村の現状・財政・視察・体験等） 19
実務研修（会計・予算・契約・文書・条例・人事等） 14
昇任時研修（係長・課長補佐・課長等） 6
システム操作研修（文書管理システム・イントラネット等） 5
公務員倫理研修 4
情報セキュリティ研修 2
認知症サポーター養成講座 2
セクハラ防止研修 1
接遇研修 1
管理職講話 1
庶務担当者研修 1
行政評価研修 1
男女共同参画社会の形成研修 1
コミュニケーション活性化研修 1
転任者研修 1
交通安全講習会 1
人権研修 1
講師実践研修 1
市政概要・総合計画 1

職員（庁内講師）を活用した独自研修はどのようなものを実施しているかご記入ください。

職員（庁内講師）を活用した独自研修は、新任研修と実務研修の回答が突出している。新任研修の内容も初任者向けの実
務研修が多い傾向にある。
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No.7

現在 現任研修の対象年次に いては それぞれ前期 在職５年 中期 在職10年 後期 在職15

No.7

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

No.7

① 回答の内訳

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

No.7

①　回答の内訳

回答数

15

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

現状のまま変更の必要がない

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10変更の必要がある

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

変更の必要がある

合計

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩 指導 を早期実施化

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

る政策課題 究（企 書型） 差 化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた 現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから 職員の早期育成傾向が高まってい

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた。現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから、職員の早期育成傾向が高まってい

ると考えられる。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた。現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから、職員の早期育成傾向が高まってい

ると考えられる。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた。現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから、職員の早期育成傾向が高まってい

ると考えられる。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた。現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから、職員の早期育成傾向が高まってい

ると考えられる。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた。現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから、職員の早期育成傾向が高まってい

ると考えられる。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた。現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから、職員の早期育成傾向が高まってい

ると考えられる。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた。現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから、職員の早期育成傾向が高まってい

ると考えられる。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある

No.7

①　回答の内訳

回答数

15
8
10
33

②　「一部変更の必要がある」の内容

回答数

③　「変更の必要がある」と回答した望ましい対象年次

回答 前期 中期 後期

A 3 6 9
B 3～4 8 12
C 3 5 7
D 5 7～8 10～11
E 3 6 10
F 5 8 12
G 2～6 6～10 10～
H 4 8 12
I 4 7 10
J 3 7 10

変更の必要がある

合計

現任研修の対象年次については、「一部変更の必要がある」及び「変更の必要がある」の回答が「現状のまま変更の必要
がない」を上回る回答結果となり、現任研修体系の変更を検討する必要がある。

上表のとおり、現任研修（前期）を概ね3～4年、現任研修（中期）を概ね6年～8年、現任研修（後期）を概ね10年～12年とす

るご意見を多くいただいた。現行制度より概ね2年以上の前倒しで実施になることから、職員の早期育成傾向が高まってい

ると考えられる。

対象年次を在職3～5年、8～10年とする二部制で実施

現任研修の対象年次については、「現状のままで良い」等としても、科目の変更・新設のご意見をいただきました。

内容

4

現在、現任研修の対象年次については、それぞれ前期・在職５年、中期・在職10年、後期・在職15
年程度としていますが、望ましい対象年次は何年と思われますかご記入ください。

回答区分

1

1

科目の検討。現任研修（中期）と係長現任研修で実施し

ている政策課題研究（企画書型）の差別化

科目の検討。現在、現任研修（後期）で実施している「後

輩の指導」を早期実施化

現任研修（後期）以降の科目を新設 2

現状のまま変更の必要がない

一部変更の必要がある
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No.8

現在 現任研修 科目は 「政策課題研究（デ ベ ト型） 「政策課題研究（企画書型） 「後輩

No.8

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は 変更希望なしとご記入くださ

No.8

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

No.8

①　回答区分と回答数

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

回答区分 回答数

No.8

①　回答区分と回答数

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

回答区分 回答数

変更希望なし 26

No.8

①　回答区分と回答数

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

② 「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

②　「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

現任研修（後期）の研修内容及び対象者等の検討が必要

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

②　「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

現任研修（後期）の研修内容及び対象者等の検討が必要

・　「後輩の指導」は5年目くらいの段階で全職員が知っていてほしい。

・　「ディベート」は、若干特殊なシチュエーションのため、それほど早い時期でなくても良い。

最近の新卒は初対面との ミ ニケ シ ン能力が劣るため ３年目くらいまでに 「 ミ ニケ シ ン能力（接遇） 研修を必

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

②　「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

現任研修（後期）の研修内容及び対象者等の検討が必要

・　「後輩の指導」は5年目くらいの段階で全職員が知っていてほしい。

・　「ディベート」は、若干特殊なシチュエーションのため、それほど早い時期でなくても良い。

・　最近の新卒は初対面とのコミュニケーション能力が劣るため、３年目くらいまでに、「コミュニケーション能力（接遇）」研修を必

修としたい。

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

②　「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

現任研修（後期）の研修内容及び対象者等の検討が必要

・　「後輩の指導」は5年目くらいの段階で全職員が知っていてほしい。

・　「ディベート」は、若干特殊なシチュエーションのため、それほど早い時期でなくても良い。

・　最近の新卒は初対面とのコミュニケーション能力が劣るため、３年目くらいまでに、「コミュニケーション能力（接遇）」研修を必

修としたい。

前期　：　接遇、クレーム及び傾聴等の研修

中期　：　ディベート研修

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

②　「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

現任研修（後期）の研修内容及び対象者等の検討が必要

・　「後輩の指導」は5年目くらいの段階で全職員が知っていてほしい。

・　「ディベート」は、若干特殊なシチュエーションのため、それほど早い時期でなくても良い。

・　最近の新卒は初対面とのコミュニケーション能力が劣るため、３年目くらいまでに、「コミュニケーション能力（接遇）」研修を必

修としたい。

前期　：　接遇、クレーム及び傾聴等の研修

中期　：　ディベート研修

コーチング（チーム運営のためのリーダー育成。仕事は係員が協力して達成するとの意識付け。）

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

②　「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

現任研修（後期）の研修内容及び対象者等の検討が必要

・　「後輩の指導」は5年目くらいの段階で全職員が知っていてほしい。

・　「ディベート」は、若干特殊なシチュエーションのため、それほど早い時期でなくても良い。

・　最近の新卒は初対面とのコミュニケーション能力が劣るため、３年目くらいまでに、「コミュニケーション能力（接遇）」研修を必

修としたい。

前期　：　接遇、クレーム及び傾聴等の研修

中期　：　ディベート研修

コーチング（チーム運営のためのリーダー育成。仕事は係員が協力して達成するとの意識付け。）

・　「後輩の指導」は、現任研修（中期）に時期を繰り上げて実施するべきと考える。

・　現任研修（後期）には長期的な日程で（半年程度で5～7日）実践的かつ本格的な「政策課題研究」あるいは「政策法務演習」

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

②　「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。

現任研修（後期）の研修内容及び対象者等の検討が必要

・　「後輩の指導」は5年目くらいの段階で全職員が知っていてほしい。

・　「ディベート」は、若干特殊なシチュエーションのため、それほど早い時期でなくても良い。

・　最近の新卒は初対面とのコミュニケーション能力が劣るため、３年目くらいまでに、「コミュニケーション能力（接遇）」研修を必

修としたい。

前期　：　接遇、クレーム及び傾聴等の研修

中期　：　ディベート研修

コーチング（チーム運営のためのリーダー育成。仕事は係員が協力して達成するとの意識付け。）

・　「後輩の指導」は、現任研修（中期）に時期を繰り上げて実施するべきと考える。

・　現任研修（後期）には長期的な日程で（半年程度で5～7日）実践的かつ本格的な「政策課題研究」あるいは「政策法務演習」

のようなプログラムや「キャリアデザイン」的な研修を必修としてほしい。

・　入庁3年程度の研修については、「タイムマネジメント」、「ロジカルシンキング」、「ロジカルライティング」、「情報活用力」といっ

回答区分 回答数

変更希望なし

その他

合計

26
8
34

No.8

①　回答区分と回答数

②　「その他」の内容

現在、現任研修の科目は、「政策課題研究（ディベート型）」、「政策課題研究（企画書型）」、「後輩
の指導」の３つを実施しています。これ以外に導入を希望するものがあればご記入ください。なお、現
状どおりを希望される場合は、変更希望なしとご記入ください。
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・　最近の新卒は初対面とのコミュニケーション能力が劣るため、３年目くらいまでに、「コミュニケーション能力（接遇）」研修を必

修としたい。

前期　：　接遇、クレーム及び傾聴等の研修

中期　：　ディベート研修

コーチング（チーム運営のためのリーダー育成。仕事は係員が協力して達成するとの意識付け。）
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No.9
市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ

No.9
市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）

No.9
市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

① 回答区分と回答数
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回答区分 回答数

現状のままで良い 17
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合計 32
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②　「変更の必要がある」の主なご意見

・ 具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。
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具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
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②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2 「②情報提供のタイミングについて」

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため その時点で情報があるとよい

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・ 講演会のチラシ送付が遅い 四半期研修所研修の資料の送付が遅い 推薦期限の５日前（第２四半期）に送付されても全職

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため、その時点で情報があるとよい。

もう少し早く情報がもらえると、周知期間が長くなり、余裕がもてる。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

講演会のチラシ送付が遅い。四半期研修所研修の資料の送付が遅い。推薦期限の５日前（第２四半期）に送付されても全職

員に照会できない。

定例の研修は年度開始前までに スポット研修は二月前までに研修の詳細がほしい

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため、その時点で情報があるとよい。

もう少し早く情報がもらえると、周知期間が長くなり、余裕がもてる。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

講演会のチラシ送付が遅い。四半期研修所研修の資料の送付が遅い。推薦期限の５日前（第２四半期）に送付されても全職

員に照会できない。

定例の研修は年度開始前までに、スポット研修は二月前までに研修の詳細がほしい。

講演会のリーフレットが、講演会実施の直前に100部近く送られてきたことがあり、直前にいまさら配布することもできず、ほと

んど廃棄するということがあった 庁内への周知に使えるので できれば案内の通知と同時期くらいに送って頂きたい

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため、その時点で情報があるとよい。

もう少し早く情報がもらえると、周知期間が長くなり、余裕がもてる。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

講演会のチラシ送付が遅い。四半期研修所研修の資料の送付が遅い。推薦期限の５日前（第２四半期）に送付されても全職

員に照会できない。

定例の研修は年度開始前までに、スポット研修は二月前までに研修の詳細がほしい。

講演会のリーフレットが、講演会実施の直前に100部近く送られてきたことがあり、直前にいまさら配布することもできず、ほと

んど廃棄するということがあった。庁内への周知に使えるので、できれば案内の通知と同時期くらいに送って頂きたい。

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため、その時点で情報があるとよい。

もう少し早く情報がもらえると、周知期間が長くなり、余裕がもてる。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

講演会のチラシ送付が遅い。四半期研修所研修の資料の送付が遅い。推薦期限の５日前（第２四半期）に送付されても全職

員に照会できない。

定例の研修は年度開始前までに、スポット研修は二月前までに研修の詳細がほしい。

講演会のリーフレットが、講演会実施の直前に100部近く送られてきたことがあり、直前にいまさら配布することもできず、ほと

んど廃棄するということがあった。庁内への周知に使えるので、できれば案内の通知と同時期くらいに送って頂きたい。

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため、その時点で情報があるとよい。

もう少し早く情報がもらえると、周知期間が長くなり、余裕がもてる。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

講演会のチラシ送付が遅い。四半期研修所研修の資料の送付が遅い。推薦期限の５日前（第２四半期）に送付されても全職

員に照会できない。

定例の研修は年度開始前までに、スポット研修は二月前までに研修の詳細がほしい。

講演会のリーフレットが、講演会実施の直前に100部近く送られてきたことがあり、直前にいまさら配布することもできず、ほと

んど廃棄するということがあった。庁内への周知に使えるので、できれば案内の通知と同時期くらいに送って頂きたい。

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため、その時点で情報があるとよい。

もう少し早く情報がもらえると、周知期間が長くなり、余裕がもてる。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

講演会のチラシ送付が遅い。四半期研修所研修の資料の送付が遅い。推薦期限の５日前（第２四半期）に送付されても全職

員に照会できない。

定例の研修は年度開始前までに、スポット研修は二月前までに研修の詳細がほしい。

講演会のリーフレットが、講演会実施の直前に100部近く送られてきたことがあり、直前にいまさら配布することもできず、ほと

んど廃棄するということがあった。庁内への周知に使えるので、できれば案内の通知と同時期くらいに送って頂きたい。

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため、その時点で情報があるとよい。

もう少し早く情報がもらえると、周知期間が長くなり、余裕がもてる。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて

No.9

1　「①内容について」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 17
変更の必要がある 15

合計 32

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2　「②情報提供のタイミングについて」

①　回答区分と回答数

回答区分 回答数

現状のままで良い 21
変更の必要がある 6

合計 27

②　「変更の必要がある」の主なご意見

・

・

・

・

・

講演会のチラシ送付が遅い。四半期研修所研修の資料の送付が遅い。推薦期限の５日前（第２四半期）に送付されても全職

員に照会できない。

定例の研修は年度開始前までに、スポット研修は二月前までに研修の詳細がほしい。

講演会のリーフレットが、講演会実施の直前に100部近く送られてきたことがあり、直前にいまさら配布することもできず、ほと

んど廃棄するということがあった。庁内への周知に使えるので、できれば案内の通知と同時期くらいに送って頂きたい。

現在配付される研修別科目表では、どんなテーマの演習を行うのか、何度演習を行うのか、あるいは、それが現場でどういう

形で役立つのか、といった点について、市町村側が想像しづらく、結果的に研修のメリットが職員にも伝わらない。よって、研修

所から加工が容易な情報を市町村へ多数発せられれば、研修担当から職員に発せられる情報も増え、活性化が図られると

考える。

部長研修公募の際、内容に関する詳細な情報をいただきたい。また、実施予定講師の簡単なプロフィール等を事前に情報とし

てほしいとの意見があった。

特に能力開発研修については、なかなか内容や研修の効果が分かりづらいものがあるため、より内容に踏み込んだ記述や講

師からの言葉などがあると研修生により伝えやすい。

研修生を募る際、庁内メールを活用しているため、PDF資料でいただけるものはそのまま職員に情報として流している。通常の

文字だけの情報より職員の応募も多いようだ。年２回発行の「こだま」については全職員に配布しており好評のため、可能であ

れば発行回数の増を望む。

募集時期が研修実施2ヶ月前としているため、その時点で情報があるとよい。

もう少し早く情報がもらえると、周知期間が長くなり、余裕がもてる。

具体的な研修内容や進行方法、得られる効果、また、どのような職員（部署や職種）をターゲットにしているか公募段階での情

報提供を願いたい。

外部講師の場合は、研修内容に講師名を掲載してほしい。

興味を引くまでの要素は見えない。

講演会については、研修所から研修生の推薦依頼があった段階では、演題及び講師の名前しか分からないので、受講希望

者を全職員に照会しても受講生の興味を引くことができない。後日、チラシが送付され、初めて講演会の内容及び講師の肩書

が分かるが、その段階では時期的に照会が難しい。

研修内容を一目で見れるようなカリキュラムや研修の狙いを提示すること、昨年のアンケートの一部を公開すること、講師のプ

ロフィールを開示すること等が必要と考える。

業務にどう役立つのか、分かりやすく案内してほしい。

カリキュラムだけでなく、講師や研修内容、方法について特徴を入れていただいたほうがいい。

市町村が研修所から研修の公募に必要な情報を得られているかどうか、以下の設問にお答えくだ
さい。
①内容について（受講生が興味を引くような要素が見えているか。）
②情報提供のタイミングについて
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No.10
市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。

No.10
市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）

No.10
市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・ 研修実施月の2ヶ月前 ・ 3月 4月 7月

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・ 研修実施の3週間前 スポット研修は随時

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

空きがある研修については随時 ・ 前年度10月と2月頃

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

四半期ごと

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

② 「公募の方法について」の主なご意見

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・ イントラネット（庁内LAN） 庁内掲示板

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

研修システム

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

③ 「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

研修概要 研修名 日程 対象 内容及び募集人員

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

研修所のホ ムペ ジにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11
市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニ ズなし 35

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

市町村において 研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し 研修担当者として抱えている課題等の意見交換 共有化

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し、研修担当者として抱えている課題等の意見交換、共有化

・ 研修所からの情報提供

・ 研修所と各市の情報交換（意見交換）

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し、研修担当者として抱えている課題等の意見交換、共有化

・ 研修所からの情報提供

・ 研修所と各市の情報交換（意見交換）

・ 研修内容等について要望

・ 各市から意見を出す場

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し、研修担当者として抱えている課題等の意見交換、共有化

・ 研修所からの情報提供

・ 研修所と各市の情報交換（意見交換）

・ 研修内容等について要望

・ 各市から意見を出す場

・ 研修内容の意義や新たな研修技法について研修担当者が理解を深める場

・ 研修担当者間の情報交換

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し、研修担当者として抱えている課題等の意見交換、共有化

・ 研修所からの情報提供

・ 研修所と各市の情報交換（意見交換）

・ 研修内容等について要望

・ 各市から意見を出す場

・ 研修内容の意義や新たな研修技法について研修担当者が理解を深める場

・ 研修担当者間の情報交換

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し、研修担当者として抱えている課題等の意見交換、共有化

・ 研修所からの情報提供

・ 研修所と各市の情報交換（意見交換）

・ 研修内容等について要望

・ 各市から意見を出す場

・ 研修内容の意義や新たな研修技法について研修担当者が理解を深める場

・ 研修担当者間の情報交換

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し、研修担当者として抱えている課題等の意見交換、共有化

・ 研修所からの情報提供

・ 研修所と各市の情報交換（意見交換）

・ 研修内容等について要望

・ 各市から意見を出す場

・ 研修内容の意義や新たな研修技法について研修担当者が理解を深める場

・ 研修担当者間の情報交換

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し、研修担当者として抱えている課題等の意見交換、共有化

・ 研修所からの情報提供

・ 研修所と各市の情報交換（意見交換）

・ 研修内容等について要望

・ 各市から意見を出す場

・ 研修内容の意義や新たな研修技法について研修担当者が理解を深める場

・ 研修担当者間の情報交換

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。

No.12

・ 毎回テーマ設定し、研修担当者として抱えている課題等の意見交換、共有化

・ 研修所からの情報提供

・ 研修所と各市の情報交換（意見交換）

・ 研修内容等について要望

・ 各市から意見を出す場

・ 研修内容の意義や新たな研修技法について研修担当者が理解を深める場

・ 研修担当者間の情報交換

市町村において、研修連絡会（係長会）に求める機能とは何かご意見があればお聞かせください。

No.10

　①　「研修公募の時期について」の主なご意見

・　研修実施月の2ヶ月前 ・　3月、4月、7月
・　研修実施の1ヶ月前以上 ・　前年度の10月
・　研修実施の3週間前 ・　スポット研修は随時

・　推薦締切の3週間前 ・　年末

・　空きがある研修については随時 ・　前年度10月と2月頃

・　研修所から案内が届き次第 ・　年度始めと各研修推薦締切1ヶ月前

・　四半期ごと

　②　「公募の方法について」の主なご意見

・　庁内メール ・　事務連絡

・　イントラネット（庁内LAN） ・　庁内掲示板

・　全職員向け通知サービス ・　所属長から職員へ周知

・　研修システム

　③　「公募の際の紹介内容について」の主なご意見

・　研修所の研修計画掲載内容 ・　研修所からの通知内容

・　研修概要 ・　研修名、日程、対象、内容及び募集人員

・　四半期通知を加工 ・　研修内容、対象者、募集人員、講師等

・　研修所のホームページにリンクをはる

市町村の研修公募の方法等について、以下の設問にお答えください。
①研修公募の時期について
②公募の方法について（掲示板、事務連絡・・・）
③公募の際の紹介内容について

・　研修名、研修のジャンル、日程、募集人員、対象、受講者の感想、プログラムの特徴等

No.11

回答区分 回答数

利用ニーズなし 35
利用している 1
利用したい 3
合計 39

市町村において、ＯＡ研修室を含めた研修所の研修室の利用ニーズはあるかお答えください。
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No.13No.13

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.13

・ 技術系の実務研修

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力 ⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

経営感覚

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

自 啓発 修 支援強 自主 修制度

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見
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・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修
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・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習
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よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
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・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点
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・ 行政経営能力
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②該当者に直接声掛けをする
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・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応
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・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力
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・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」
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よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
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④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他
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研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする
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・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点
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・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.14

職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他
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研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする

③ 各所属課長等に割り振りを
依頼する。

④ 研修担当者が年次計画で割

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.14

職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他
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5

研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする

③ 各所属課長等に割り振りを
依頼する。

④ 研修担当者が年次計画で割

当している。

⑤ その他

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.14

職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他
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5

研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする

③ 各所属課長等に割り振りを
依頼する。

④ 研修担当者が年次計画で割

当している。

⑤ その他

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.14

職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他
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5

研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする

③ 各所属課長等に割り振りを
依頼する。

④ 研修担当者が年次計画で割

当している。

⑤ その他

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.14

職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他

必修研修を除く研修の研修生の推薦方法については、「①職員の自発的な希望による」、「②該当者に直接声掛けする」、
「④研修担当者が年次計画で割当している の順で決定することが多いことがわか た
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5

研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする

③ 各所属課長等に割り振りを
依頼する。

④ 研修担当者が年次計画で割

当している。

⑤ その他

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.14

職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他

必修研修を除く研修の研修生の推薦方法については、「①職員の自発的な希望による」、「②該当者に直接声掛けする」、
「④研修担当者が年次計画で割当している」の順で決定することが多いことがわかった。
「⑤その他」の中では、「所属長の推薦による」というご意見が散見している。
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5

研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする

③ 各所属課長等に割り振りを
依頼する。

④ 研修担当者が年次計画で割

当している。

⑤ その他

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.14

職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他

必修研修を除く研修の研修生の推薦方法については、「①職員の自発的な希望による」、「②該当者に直接声掛けする」、
「④研修担当者が年次計画で割当している」の順で決定することが多いことがわかった。
「⑤その他」の中では、「所属長の推薦による」というご意見が散見している。
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研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする

③ 各所属課長等に割り振りを
依頼する。

④ 研修担当者が年次計画で割

当している。

⑤ その他

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見

No.14

職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他

必修研修を除く研修の研修生の推薦方法については、「①職員の自発的な希望による」、「②該当者に直接声掛けする」、
「④研修担当者が年次計画で割当している」の順で決定することが多いことがわかった。
「⑤その他」の中では、「所属長の推薦による」というご意見が散見している。
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研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。（必修研修を除く）

① 職員の自発的な希望による

② 該当者に直接声掛けをする

③ 各所属課長等に割り振りを
依頼する。

④ 研修担当者が年次計画で割

当している。

⑤ その他

No.13

・ 技術系の実務研修

・ 市民協働視点・都市経営視点・長期的視点

・ 政策形成能力

・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見
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職層別研修等の必修研修を除き研修生の推薦について、どのような方法で決定していますか。以下
よりお選びください。⑤のその他をお選びの方は、その方法をご記入ください。（複数回答可）
①職員の自発的な希望による
②該当者に直接声掛けをする
③各所属課長等に割り振りを依頼する
④研修担当者が年次計画で割当している
⑤その他

必修研修を除く研修の研修生の推薦方法については、「①職員の自発的な希望による」、「②該当者に直接声掛けする」、
「④研修担当者が年次計画で割当している」の順で決定することが多いことがわかった。
「⑤その他」の中では、「所属長の推薦による」というご意見が散見している。
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独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見
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・ 行政経営能力

・ 対人関係能力　⇒コンサルタントを入れ窓口電話対応の向上を図る。

・ 傾聴力　⇒接遇研修

・ 経営感覚

・ 意識改革　⇒コンピテンシ研修の充実

・ 自己啓発研修の支援強化　⇒自主研修制度

・ OJT　⇒新任職員指導員研修・管理監督者研修の充実

・ 市民満足　⇒接遇関連の政策形成研修で対応

・ 組織支援　⇒係長昇任時研修において、組織支援を学習

・ モチベーションアップ　⇒再教育プログラムの実施

・ 企画立案能力

・ 仕事上の知識の伝承　⇒知恵の共有化、形式知化

・ 研修で学んだことの「振り返り」

・ 向上心の欠如と研修に対する意識の低さ

・ 専門的知識

独自研修で向上が難しいと思われる要素と現行での対応策（⇒以降が対応策）の主なご意見
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異動職員の人材育成に取り組んでいるのかお答えください。

① 「実施体制や人事考課との関連について」主なご意見
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新卒の採用だけでなく、中堅的な職員を増やす目的で 経験者採用を実施
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市町村において作成している特定事業主行動計画でワークライフ・バランス並びにポジティブ・アク
ションをどのように機能させているか、また、研修所での研修科目に加えることはどう思われるかご
記入ください。

①　「ワークライフバランス及びポジティブ・アクションをどのように機能させているか」主なご意見

② 「研修所での研修科目に加えること」について主なご意見

ポジティブアクションでは、育児休業を取得できるように任期付採用制度を導入することや育児休業中の職員の円滑な職場復帰を

図ることとしており、男性職員の育児休業等の取得においてもパンフレットの配布などで推進するとしている。

・

・ 特定事業主行動計画は策定されているが、職員定数の削減を進めているところであり、実践できない状況が続いている。
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・

・ 特定事業主行動計画は策定されているが、職員定数の削減を進めているところであり、実践できない状況が続いている。

行動計画の施策の内容は、制度の整備・周知や意識啓発等に関するものが主であり、これらは研修所での研修ではなく、人事担

当課が積極的かつ継続的に推進することが重要と考える。

・

No.15

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 人材育成基本方針 ・　　職員研修に関する規則

・ 人材育成ビジョン ・　　職員研修計画

・ 職場内研修推進員設置要綱

②　「要綱など制定について」主なご意見

市町村において、団塊の世代の大量退職にともない、どのように組織的だって新規採用職員や、
異動職員の人材育成に取り組んでいるのかお答えください。

①　「実施体制や人事考課との関連について」主なご意見

チューター制度（指導育成員制度）導入による早期戦力化

ジョブローテーションや意向調査の実施による適性発見や適性配置

人物重視の採用

配置職場の職域拡大

新卒の採用だけでなく、中堅的な職員を増やす目的で 経験者採用を実施

所属長による職場面接

積極的な実務研修の受講

ナレッジマネジメントの活用

企業接遇研修の参加

昇任について短期育成を促進し、職層のバランスを保つ

OJTの推進

業績評価制度（人事考課制度）の導入

業績評価の結果を定期昇給に反映するなど、職員の取組意欲を高める制度の導入を検討

人事評価制度による面接

「ナレッジファシリテーション研修」を実施

No.16

・ キャリアデザイン研修の中にワークライフバランスを取り入れた。

・ 特定事業主計画を策定

・ 完全定時一斉退庁日や業務の整理・効率化を図り、時間外勤務の縮減に努めている。

・ 職員課と男女共同参画担当が協力し、ワークライフバランス研修を実施している。

・ 特別休暇、育児休業、時間外勤務の制限など各種制度を理解しやすいようにパンフレットを作成し、全職員に配布している。

・ 男性職員の育児休暇取得の促進

・ 「子育て支え合いプラン」として男女共同参画研修の位置づけで実施している。

・ 講演会またはスポット研修で実施してもらいたい。

・ 研修所で実施する際は、各市の事例紹介等の情報交換が期待できる。

・ 個別研修ではなく、職層別研修で実施してもらいたい。

・ 現時点では必要ない

・ 各市の財政状況など個別の事由もあり一律的な対応もできないことから、参考程度の研修になってしまわないか疑問である。

・ 市独自の内容も含まれることから、市人事担当課で実施するのが適当と考える。

市町村において作成している特定事業主行動計画でワークライフ・バランス並びにポジティブ・アク
ションをどのように機能させているか、また、研修所での研修科目に加えることはどう思われるかご
記入ください。

①　「ワークライフバランス及びポジティブ・アクションをどのように機能させているか」主なご意見

②　「研修所での研修科目に加えること」について主なご意見

ワークライフバランスそのものの研修より、「働き方の見直し」のひとつとして、仕事を効率的に行うために有効なスキルアップ研修

が望ましい。

・

ポジティブアクションでは、育児休業を取得できるように任期付採用制度を導入することや育児休業中の職員の円滑な職場復帰を

図ることとしており、男性職員の育児休業等の取得においてもパンフレットの配布などで推進するとしている。

・

・ 特定事業主行動計画は策定されているが、職員定数の削減を進めているところであり、実践できない状況が続いている。

行動計画の施策の内容は、制度の整備・周知や意識啓発等に関するものが主であり、これらは研修所での研修ではなく、人事担

当課が積極的かつ継続的に推進することが重要と考える。

・

特定事業主行動計画は各事業所ごとで実施することだが、子育てや趣味など様々なツールを通して、地域活動などに参加する

きっかけ作りや、仕事と家庭のバランスの意識改革などが研修所でできないだろうか。

・

No.15

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 人材育成基本方針 ・　　職員研修に関する規則

・ 人材育成ビジョン ・　　職員研修計画

・ 職場内研修推進員設置要綱

②　「要綱など制定について」主なご意見

市町村において、団塊の世代の大量退職にともない、どのように組織的だって新規採用職員や、
異動職員の人材育成に取り組んでいるのかお答えください。

①　「実施体制や人事考課との関連について」主なご意見

チューター制度（指導育成員制度）導入による早期戦力化

ジョブローテーションや意向調査の実施による適性発見や適性配置

人物重視の採用

配置職場の職域拡大

新卒の採用だけでなく、中堅的な職員を増やす目的で 経験者採用を実施

所属長による職場面接

積極的な実務研修の受講

ナレッジマネジメントの活用

企業接遇研修の参加

昇任について短期育成を促進し、職層のバランスを保つ

OJTの推進

業績評価制度（人事考課制度）の導入

業績評価の結果を定期昇給に反映するなど、職員の取組意欲を高める制度の導入を検討

人事評価制度による面接

「ナレッジファシリテーション研修」を実施

No.16

・ キャリアデザイン研修の中にワークライフバランスを取り入れた。

・ 特定事業主計画を策定

・ 完全定時一斉退庁日や業務の整理・効率化を図り、時間外勤務の縮減に努めている。

・ 職員課と男女共同参画担当が協力し、ワークライフバランス研修を実施している。

・ 特別休暇、育児休業、時間外勤務の制限など各種制度を理解しやすいようにパンフレットを作成し、全職員に配布している。

・ 男性職員の育児休暇取得の促進

・ 「子育て支え合いプラン」として男女共同参画研修の位置づけで実施している。

・ 講演会またはスポット研修で実施してもらいたい。

・ 研修所で実施する際は、各市の事例紹介等の情報交換が期待できる。

・ 個別研修ではなく、職層別研修で実施してもらいたい。

・ 現時点では必要ない

・ 各市の財政状況など個別の事由もあり一律的な対応もできないことから、参考程度の研修になってしまわないか疑問である。

・ 市独自の内容も含まれることから、市人事担当課で実施するのが適当と考える。

・ スポット研修で行われた「タイムマネジメント」や「男女共同参画社会形成研修」の中で、内容を盛り込めればと思う。

市町村において作成している特定事業主行動計画でワークライフ・バランス並びにポジティブ・アク
ションをどのように機能させているか、また、研修所での研修科目に加えることはどう思われるかご
記入ください。

①　「ワークライフバランス及びポジティブ・アクションをどのように機能させているか」主なご意見

②　「研修所での研修科目に加えること」について主なご意見

ワークライフバランスそのものの研修より、「働き方の見直し」のひとつとして、仕事を効率的に行うために有効なスキルアップ研修

が望ましい。

・

ポジティブアクションでは、育児休業を取得できるように任期付採用制度を導入することや育児休業中の職員の円滑な職場復帰を

図ることとしており、男性職員の育児休業等の取得においてもパンフレットの配布などで推進するとしている。

・

・ 特定事業主行動計画は策定されているが、職員定数の削減を進めているところであり、実践できない状況が続いている。

行動計画の施策の内容は、制度の整備・周知や意識啓発等に関するものが主であり、これらは研修所での研修ではなく、人事担

当課が積極的かつ継続的に推進することが重要と考える。

・

特定事業主行動計画は各事業所ごとで実施することだが、子育てや趣味など様々なツールを通して、地域活動などに参加する

きっかけ作りや、仕事と家庭のバランスの意識改革などが研修所でできないだろうか。

・

No.15

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 人材育成基本方針 ・　　職員研修に関する規則

・ 人材育成ビジョン ・　　職員研修計画

・ 職場内研修推進員設置要綱

②　「要綱など制定について」主なご意見

市町村において、団塊の世代の大量退職にともない、どのように組織的だって新規採用職員や、
異動職員の人材育成に取り組んでいるのかお答えください。

①　「実施体制や人事考課との関連について」主なご意見

チューター制度（指導育成員制度）導入による早期戦力化

ジョブローテーションや意向調査の実施による適性発見や適性配置

人物重視の採用

配置職場の職域拡大

新卒の採用だけでなく、中堅的な職員を増やす目的で 経験者採用を実施

所属長による職場面接

積極的な実務研修の受講

ナレッジマネジメントの活用

企業接遇研修の参加

昇任について短期育成を促進し、職層のバランスを保つ

OJTの推進

業績評価制度（人事考課制度）の導入

業績評価の結果を定期昇給に反映するなど、職員の取組意欲を高める制度の導入を検討

人事評価制度による面接

「ナレッジファシリテーション研修」を実施

No.16

・ キャリアデザイン研修の中にワークライフバランスを取り入れた。

・ 特定事業主計画を策定

・ 完全定時一斉退庁日や業務の整理・効率化を図り、時間外勤務の縮減に努めている。

・ 職員課と男女共同参画担当が協力し、ワークライフバランス研修を実施している。

・ 特別休暇、育児休業、時間外勤務の制限など各種制度を理解しやすいようにパンフレットを作成し、全職員に配布している。

・ 男性職員の育児休暇取得の促進

・ 「子育て支え合いプラン」として男女共同参画研修の位置づけで実施している。

・ 講演会またはスポット研修で実施してもらいたい。

・ 研修所で実施する際は、各市の事例紹介等の情報交換が期待できる。

・ 個別研修ではなく、職層別研修で実施してもらいたい。

・ 現時点では必要ない

・ 各市の財政状況など個別の事由もあり一律的な対応もできないことから、参考程度の研修になってしまわないか疑問である。

・ 市独自の内容も含まれることから、市人事担当課で実施するのが適当と考える。

・ スポット研修で行われた「タイムマネジメント」や「男女共同参画社会形成研修」の中で、内容を盛り込めればと思う。

市町村において作成している特定事業主行動計画でワークライフ・バランス並びにポジティブ・アク
ションをどのように機能させているか、また、研修所での研修科目に加えることはどう思われるかご
記入ください。

①　「ワークライフバランス及びポジティブ・アクションをどのように機能させているか」主なご意見

②　「研修所での研修科目に加えること」について主なご意見

ワークライフバランスそのものの研修より、「働き方の見直し」のひとつとして、仕事を効率的に行うために有効なスキルアップ研修

が望ましい。

・

ポジティブアクションでは、育児休業を取得できるように任期付採用制度を導入することや育児休業中の職員の円滑な職場復帰を

図ることとしており、男性職員の育児休業等の取得においてもパンフレットの配布などで推進するとしている。

・

・ 特定事業主行動計画は策定されているが、職員定数の削減を進めているところであり、実践できない状況が続いている。

行動計画の施策の内容は、制度の整備・周知や意識啓発等に関するものが主であり、これらは研修所での研修ではなく、人事担

当課が積極的かつ継続的に推進することが重要と考える。

・

特定事業主行動計画は各事業所ごとで実施することだが、子育てや趣味など様々なツールを通して、地域活動などに参加する

きっかけ作りや、仕事と家庭のバランスの意識改革などが研修所でできないだろうか。

・

No.15

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 人材育成基本方針 ・　　職員研修に関する規則

・ 人材育成ビジョン ・　　職員研修計画

・ 職場内研修推進員設置要綱

②　「要綱など制定について」主なご意見

市町村において、団塊の世代の大量退職にともない、どのように組織的だって新規採用職員や、
異動職員の人材育成に取り組んでいるのかお答えください。

①　「実施体制や人事考課との関連について」主なご意見

チューター制度（指導育成員制度）導入による早期戦力化

ジョブローテーションや意向調査の実施による適性発見や適性配置

人物重視の採用

配置職場の職域拡大

新卒の採用だけでなく、中堅的な職員を増やす目的で 経験者採用を実施

所属長による職場面接

積極的な実務研修の受講

ナレッジマネジメントの活用

企業接遇研修の参加

昇任について短期育成を促進し、職層のバランスを保つ

OJTの推進

業績評価制度（人事考課制度）の導入

業績評価の結果を定期昇給に反映するなど、職員の取組意欲を高める制度の導入を検討

人事評価制度による面接

「ナレッジファシリテーション研修」を実施

No.16

・ キャリアデザイン研修の中にワークライフバランスを取り入れた。

・ 特定事業主計画を策定

・ 完全定時一斉退庁日や業務の整理・効率化を図り、時間外勤務の縮減に努めている。

・ 職員課と男女共同参画担当が協力し、ワークライフバランス研修を実施している。

・ 特別休暇、育児休業、時間外勤務の制限など各種制度を理解しやすいようにパンフレットを作成し、全職員に配布している。

・ 男性職員の育児休暇取得の促進

・ 「子育て支え合いプラン」として男女共同参画研修の位置づけで実施している。

・ 講演会またはスポット研修で実施してもらいたい。

・ 研修所で実施する際は、各市の事例紹介等の情報交換が期待できる。

・ 個別研修ではなく、職層別研修で実施してもらいたい。

・ 現時点では必要ない

・ 各市の財政状況など個別の事由もあり一律的な対応もできないことから、参考程度の研修になってしまわないか疑問である。

・ 市独自の内容も含まれることから、市人事担当課で実施するのが適当と考える。

・ スポット研修で行われた「タイムマネジメント」や「男女共同参画社会形成研修」の中で、内容を盛り込めればと思う。

市町村において作成している特定事業主行動計画でワークライフ・バランス並びにポジティブ・アク
ションをどのように機能させているか、また、研修所での研修科目に加えることはどう思われるかご
記入ください。

①　「ワークライフバランス及びポジティブ・アクションをどのように機能させているか」主なご意見

②　「研修所での研修科目に加えること」について主なご意見

ワークライフバランスそのものの研修より、「働き方の見直し」のひとつとして、仕事を効率的に行うために有効なスキルアップ研修

が望ましい。

・

ポジティブアクションでは、育児休業を取得できるように任期付採用制度を導入することや育児休業中の職員の円滑な職場復帰を

図ることとしており、男性職員の育児休業等の取得においてもパンフレットの配布などで推進するとしている。

・

・ 特定事業主行動計画は策定されているが、職員定数の削減を進めているところであり、実践できない状況が続いている。

行動計画の施策の内容は、制度の整備・周知や意識啓発等に関するものが主であり、これらは研修所での研修ではなく、人事担

当課が積極的かつ継続的に推進することが重要と考える。

・

特定事業主行動計画は各事業所ごとで実施することだが、子育てや趣味など様々なツールを通して、地域活動などに参加する

きっかけ作りや、仕事と家庭のバランスの意識改革などが研修所でできないだろうか。

・
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No.17
市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。

No.17
市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

No.17
市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

No.17

① 主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

分 年齢

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

② 係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

（2）　各団体における係長昇任者の最年少年齢

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

（2）　各団体における係長昇任者の最年少年齢

区分 年齢

最大 40

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

（2）　各団体における係長昇任者の最年少年齢

区分 年齢

最大 40
最小 28
平均 33

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

（2）　各団体における係長昇任者の最年少年齢

区分 年齢

最大 40
最小 28
平均 33

（3）　係長職昇任者の概ねの年齢（回答数6）

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

（2）　各団体における係長昇任者の最年少年齢

区分 年齢

最大 40
最小 28
平均 33

（3）　係長職昇任者の概ねの年齢（回答数6）
区分 年齢

最大 44

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

（2）　各団体における係長昇任者の最年少年齢

区分 年齢

最大 40
最小 28
平均 33

（3）　係長職昇任者の概ねの年齢（回答数6）
区分 年齢

最大 44
最小 37
平均 41

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

（2）　各団体における係長昇任者の最年少年齢

区分 年齢

最大 40
最小 28
平均 33

（3）　係長職昇任者の概ねの年齢（回答数6）
区分 年齢

最大 44
最小 37
平均 41

③ 50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
②係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
③50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

なお、データにおける昇格基準は平成20年度で、職員数は平成20年４月１日現在で結構です。

No.17

①　主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　各団体における短期主任（主任A）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 36
最小 26
平均 30

（2）　各団体における長期主任（主任B）試験選考で昇任する場合の最年少年齢

区分 年齢

最大 41
最小 34
平均 38

②　係長昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）

（1）　主任歴

区分 年数

最大 7
最小 1
平均 3

（2）　各団体における係長昇任者の最年少年齢

区分 年齢

最大 40
最小 28
平均 33

（3）　係長職昇任者の概ねの年齢（回答数6）
区分 年齢

最大 44
最小 37
平均 41

③　50歳以上の主任（主事）以下の職員数について

職員構成比（回答人数を「給与実態調査における総職員数（平成20年4月1日現在）」で除したもの）を比較すると、50歳以

市町村における主任制度の導入の有無等についてお答えください。
①主任昇格の基準について（概ねの年齢と在職年数）
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・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

今ま 規職員と 経験 積 重ねがあるため 在 と 必 性 発生 な

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

ばらく管 職を たため 業務遂行 必 な能力 確認が必 な職員が る状 職 職員を優先 う 受講

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

職員と 扱 あり 業務上必 な 修 受講 窓 を広げ も と思われる

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。
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することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか

ら 再任用職員が研修に参加できることは望ましいと考えられる

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見
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することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。
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能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか
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して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。
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・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか

ら、再任用職員が研修に参加できることは望ましいと考えられる。

・ 再任用職員のパソコン研修への派遣を容認していただきたい。

・ 再任用職員は増加する傾向にあり、再任用職員のモチベーションを高め、また長年培われた経験の伝承という意味合いにおいて

も研修を希望する。
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も研修を希望する。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

ま自治体 お 任 契約職員が増 き る 状 あり 今後も続く とが考 られるが 基本的 賛成 きな

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか

ら、再任用職員が研修に参加できることは望ましいと考えられる。

・ 再任用職員のパソコン研修への派遣を容認していただきたい。

・ 再任用職員は増加する傾向にあり、再任用職員のモチベーションを高め、また長年培われた経験の伝承という意味合いにおいて

も研修を希望する。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ いま自治体においては、再任用や契約職員が増えてきている現状であり、今後も続くことが考えられるが、基本的には賛成できな

い。

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか

ら、再任用職員が研修に参加できることは望ましいと考えられる。

・ 再任用職員のパソコン研修への派遣を容認していただきたい。

・ 再任用職員は増加する傾向にあり、再任用職員のモチベーションを高め、また長年培われた経験の伝承という意味合いにおいて

も研修を希望する。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ いま自治体においては、再任用や契約職員が増えてきている現状であり、今後も続くことが考えられるが、基本的には賛成できな

い。

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか

ら、再任用職員が研修に参加できることは望ましいと考えられる。

・ 再任用職員のパソコン研修への派遣を容認していただきたい。

・ 再任用職員は増加する傾向にあり、再任用職員のモチベーションを高め、また長年培われた経験の伝承という意味合いにおいて

も研修を希望する。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ いま自治体においては、再任用や契約職員が増えてきている現状であり、今後も続くことが考えられるが、基本的には賛成できな

い。

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか

ら、再任用職員が研修に参加できることは望ましいと考えられる。

・ 再任用職員のパソコン研修への派遣を容認していただきたい。

・ 再任用職員は増加する傾向にあり、再任用職員のモチベーションを高め、また長年培われた経験の伝承という意味合いにおいて

も研修を希望する。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ いま自治体においては、再任用や契約職員が増えてきている現状であり、今後も続くことが考えられるが、基本的には賛成できな

い。

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか

ら、再任用職員が研修に参加できることは望ましいと考えられる。

・ 再任用職員のパソコン研修への派遣を容認していただきたい。

・ 再任用職員は増加する傾向にあり、再任用職員のモチベーションを高め、また長年培われた経験の伝承という意味合いにおいて

も研修を希望する。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ いま自治体においては、再任用や契約職員が増えてきている現状であり、今後も続くことが考えられるが、基本的には賛成できな

い。

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見

No.18

・ 看護師等の医療技術者がいるが、一般的公務知識への研修希望がある。しかし勤務形態上、派遣への日程調整が困難。

・ 技能労務職員の働き方が脱単純労務化していく中で、事務の補助的役割を担うなど、一般行政職と同じようなスキルが求められ

てくることから、枠内での研修受講はぜひ幅広く認めていただきたい。

・ 現在、研修所研修には参加させていないが、「脱技能労務」的な業務にも従事する必要があるため、一般事務に適応するための

研修の必要性を感じている。

・ 従来の取り扱いでよい。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 職員からの希望がある場合には、是非参加できるようお願いしたい。

・ 技能労務職については、現業業務の縮小により、業務の幅が広がっている。行政職を優先のうえで、能力開発や情報処理の研修

の受講ができるようにしてきただきたい。

・ 技能労務職の一部職員に事務補助職員として事務の仕事を行っていただいているため、研修参加はぜひ認めていただきたい。

・ 技能労務職の職層別研修への派遣を容認していただきたい。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ 技能労務職位から一般事務職に転任が行なわれる状況を考えると、パソコン研修等が参加できるようになればと考える。

・ 技能労務職から一般事務への任用替えが毎年ある中で、初級のパソコン研修等に参加できるようになったらよいと思う。

・ 負担金の算出根拠としても構わないので、どの研修も受講できるようにしていただきたい。

・ 技能労務職については、パソコン等の操作が必要となってきており、情報処理研修も受講させていただいたが、今後、各市町村と

も一般職への任用替も多く行われることが予想されるため、転職者研修の充実が必要になると思う。

・ 今までの正規職員としての経験の積み重ねがあるため、現在のところ必要性は発生していない。

・ 特殊なクレームなどへの対応が求められる昨今の情勢から、研修の内容によっては、再任用職員や技能労務職等が研修に参加

することも必要と思われる。

・ 今後の再任用職員の増加を踏まえ、研修所において、必修研修の位置付けでの実施を要望する。

・ しばらく管理職をしていたために、業務遂行に必要な能力の再確認が必要な職員がいる状況、現職の職員を優先のうえで、受講

ができるように希望する。

・ 正職員としての扱いであり、業務上必要な研修については、受講の窓口を広げてもいいと思われる。

・ 一般職員と同一の職場で主任としての職務を課される以上、その能力の向上を図らなければならない局面もある。研修受講が可

能となることを希望する。

・ 管理職や現業職から再任用職員となり、一般事務作業の発生により、現場で困惑している状況も一部発生している。このことか

ら、再任用職員が研修に参加できることは望ましいと考えられる。

・ 再任用職員のパソコン研修への派遣を容認していただきたい。

・ 再任用職員は増加する傾向にあり、再任用職員のモチベーションを高め、また長年培われた経験の伝承という意味合いにおいて

も研修を希望する。

・ 負担金の問題等は発生するが、地方公務員法39条に基づいて考えると、必要とされる研修の機会を与えるのは法令に則った考え

であるように思う。

・ いま自治体においては、再任用や契約職員が増えてきている現状であり、今後も続くことが考えられるが、基本的には賛成できな

い。

③　「再任用職員」について、主なご意見

②　「技能労務職」について、主なご意見

企業職、技能労務職、再任用職員については、負担金の算出根拠となっていないことから、原則と
して研修所研修の対象外となっています。しかし、企業職の参加希望や技能労務職の一般事務作
業の発生、再任用職員の増加などにより、一部の団体から参加の希望が寄せられています。（技能
労務職については、研修の実施や一部の研修において割当人員の枠内での受け入れをしていま
す。）上記職員が研修に参加することについてご意見をお聞かせください。

①　「企業職」について、主なご意見
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No.19
市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
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市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

① 「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入
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・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ 職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている
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・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間 新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて 所属長のコメントも交えて報
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告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題
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・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。
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・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見
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・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。
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・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。
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・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。
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・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
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部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。
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・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。
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した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連
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・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。
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部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

② 「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。
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・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連
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・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など
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・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。
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・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。
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・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連
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・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り
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・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連
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・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

・ OJT実施に必要なコミュニケーション力、コーチング力等の研修があると良い。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

・ OJT実施に必要なコミュニケーション力、コーチング力等の研修があると良い。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

・ OJT実施に必要なコミュニケーション力、コーチング力等の研修があると良い。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

・ OJT実施に必要なコミュニケーション力、コーチング力等の研修があると良い。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

・ OJT実施に必要なコミュニケーション力、コーチング力等の研修があると良い。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

・ OJT実施に必要なコミュニケーション力、コーチング力等の研修があると良い。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

・ OJT実施に必要なコミュニケーション力、コーチング力等の研修があると良い。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見

②　「研修所がOJTを支援するとした場合、どのようなことを期待するか」主なご意見

No.19

・ 新規採用職員に対するチューター制度導入

・ 職場外研修の柱が研修所研修とすれば、OJTはその対となる職場内研修の柱として、市独自に実施する研修の中心であると位置

づけ、職場研修推進員を各課に配置して年2回以上の職場研修を各課に義務付けている。

・ 新規採用職員に対するOJTに限っていえば、OJTﾘｰﾀﾞｰを原則在職10年未満とし、新規採用職員に近しい年齢の者を充てている。

新規採用職員が採用後1年までの間、新規採用職員の目標設定やそれに対する取り組みについて、所属長のコメントも交えて報

告書を提出してもらう（4半期ごと）。半年経過後には、OJTﾘｰﾀﾞｰに対するフォローアップ（ﾘｰﾀﾞｰ間で取組みや悩みを共有して課題

解決を図る）を実施。

・ 新任職員指導担当者研修を実施

・ ４月から６か月、指導目標を設定し、毎月実績及び達成度を報告してもらう。

・ 年度当初に各課長宛に職場研修の計画書の提出を求め、その計画にもとづいた研修を行うよう指示している。また、専門講師（外

部）による研修を行った場合の報奨金を研修担当課で負担している。年度末には報告書の提出を求め、計画に対する結果を取り

まとめている。

・ OJT研修を最も重要な研修の一つとして位置付け、OJT研修と位置付ける研修を年６回述べ８日間実施している。

・ OJTマニュアルの作成

・ 新規採用職員の早期育成を図るため、人事考課の他に育成担当（指導員）制度を設けてOJT研修を実施している。

・ 現状では各主管課に任せている状況である。

・ 現在、その基盤となる指導者の育成を図っている。

・ 人材育成基本方針に定めているが、現在は、各所属長の判断に委ねている。将来的には、組織的な取り組みが必要であると考え

ている。

・ 各課に職場内研修推進員（主査職）を指名しておき、課内のリーダーとなり職場内研修を進めている。また、職場内研修推進員連

絡会を年2回開催し、各課との情報交換を行っている。

・ 新規採用職員については、育成シートを活用し計画をたてOJTを実施している。

・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施

・ 人員に余裕がないため、すべて実務における習得を目指している。

・ 接遇講師等内部講師の養成

・ OJTの重要性の認識が乏しい管理職向けに「OJT推進研修」などを実施していただくことを期待します。

・ 現在の取組方法で問題が感じられないので、職員の採用がそれなりに続く間は、研修所で実施するメリットが見当たらない。

・ 新任職員に対する指導ポイントの教授など

・ 自治体ごとに取組が異なることが想定されることから、現在のところ研修所に依頼したいと考えていることはない。

・ 職場内でのリーダー的存在の人たちへの研修をお願いしたい。

・ 公務員倫理やセクハラ、メンタルヘルス等講師を無料で派遣していただけるような支援を希望する。

・ 他市との交流という点から各市のOJT指導員が情報交換やディスカッションを通して交流を図り、指導もしてもらえるような研修を

期待する。

・ 中堅職員以上を対象としてOJTにおける実践的指導の向上や人材育成に関する基礎的な知識の浸透を図るようなプログラムを期

待する。

・ 係長新任研修で行われているプログラムの次の段階として、より実践的なスキルを習得するための内容を検討してほしい。

・ OJT実施に必要なコミュニケーション力、コーチング力等の研修があると良い。

市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしていますか、また、研修所がＯＪＴを支援すると
した場合、どのようなことを期待するか具体的にご記入ください。

①　「市町村においてＯＪＴに関してどのような取り組みをしているか」主なご意見
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・ 研修担当として特別な支援はできていない。

・ 20年度より、係長を対象にOJTリーダー研修を実施
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No.20
研修に対して職員及び職場の関心を高め、研修への参加意欲を向上させるために、研修のメニュー

No.20
研修に対して職員及び職場の関心を高め、研修への参加意欲を向上させるために、研修のメニュー
や内容をより魅力的なものとする必要があると考えます。
そのために、「組織にとって必要な研修」・「実務に役立つ研修」・「タイムリーなテーマの選定」・「自
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そのために、「組織にとって必要な研修」・「実務に役立つ研修」・「タイムリーなテーマの選定」・「自
己啓発意欲の喚起」等を検討しています。具体的なご意見をお聞かせください。
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・ 半年程度かけて問題解決に取り組む「政策課課題研究」のような研修
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己啓発意欲の喚起」等を検討しています。具体的なご意見をお聞かせください。

①　「組織にとって必要な研修」主なご意見
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・ 半年程度かけて問題解決に取り組む「政策課課題研究」のような研修

・ 各課の実務に関する研修を個別のテーマを設けて実施してほしい。例として、「徴収率向上のためのスキルアップ講座」「非木造

家屋の基礎知識」「注意したい社会保険の実務」「臨時・非常勤職員の任用と管理実務セミナー」など
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・ 公文書の書き方
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・ 市単位では情報の収集に限界もあることから 研修所については 今後とも各自治体の意見集約や各研修所間の情報ネットワー
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る。

また、特に一定の職場の職員に受けてもらいたい研修については、直接所属長に依頼し、推薦者を選出してもらっている。

・ 研修案内を所属長宛に発信し、所属長から職員へ研修参加を促す方法をとっている。また、研修報告書に上司からコメントを記入

する欄を設け相互のコミュニケーション、ＯＪＴへの一助として活用している。

研修参加への意欲や姿勢については、上司の認識が大きく関わっていると考えます。研修に対する
上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか。どのようなことを実施しているかご記入く
ださい。また、どのような方策が必要だと思われるかご記入ください。

①　「上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか」主なご意見

No.21

・ 部下の研修受講前には、支援的コメントを求めるとともに、受講後の研修レポートに所属長所見欄を設けている。

・ 良い方策を打出せないのが現状

・ 全庁的に取り組むべき課題解決に直結する研修については、主管者会議で趣旨説明を行い、その上で各課へ通知し、管理職から

のフォローを期待しているところである。しかしながら、所属長の認識には、少なからず温度差があり、必ずしも研修の意図が末端

まで通じていないのが現状である。

・ 考課者研修で考課要素に関係する能力開発研修を積極的に受けるよう促している。

・ 一部研修の事前課題において、上司からの研修への期待記入欄を設けている。

・ 「ワークライフ･バランス（WLB）研修（仮称）」を上司（管理職）に受講してもらう。

　→効率的に仕事するためには、研修で個人のスキルアップを図ることも必要。

　→仕事時間内及び時間外における自己研鑽は、結果的に職場及び組織全体の仕事の効率化につながることを、管理職が認識

する。

　→管理職の「WLB研修（仮称）」の受講が、研修に対する認識や理解を高める可能性がある。

・ 各種の管理監督者向けの研修を実施しているが、どの部署も限られた職員人数の中、増大する市民ニーズ等に対応するため、

容易に職員を研修に派遣できない状況もある。

・ 次長職の会議等で、各職場へ研修の積極的参加を呼び掛けている。

また、キャンセルにあたっては、その理由を明記した事務連絡の提出を義務付けている。

・ 管理職マネジメント研修・人事考課制度の導入などにより、研修の重要性を認識するようにしている。

・ 人材育成基本方針の実施計画の中で管理職の研修に対する意識を訴えている。またＯＪＴ研修のうち管理職を対象とする研修に

おいては、新人職員を課をあげて育てるという意識啓発の中で研修の必要性の理解を促している。

・ 管理職向けに人材育成研修を実施し、人材育成ツールの活用に関する方法論や人材育成に関する考え方の浸透を図っている。

また、人材育成基本方針の内容を紹介するためのメールマガジンを職員向けに送付している。まずは、能力向上の大切さを職員
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・ 副市長を委員長とする人材育成委員会や係長主任をメンバーとする研修委員会などで啓発に努め、年度の初めに所属長宛に事

務連絡をし、推薦書については所属長を合議先として周知している。また、資料配布の際にも可能な限り研修生の上司に伝え、研

修後は復命書の提出を義務付け 所属の係・課 職員課で回覧している
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・ 考課者研修で考課要素に関係する能力開発研修を積極的に受けるよう促している。

・ 一部研修の事前課題において、上司からの研修への期待記入欄を設けている。

・ 「ワークライフ･バランス（WLB）研修（仮称）」を上司（管理職）に受講してもらう。

　→効率的に仕事するためには、研修で個人のスキルアップを図ることも必要。

　→仕事時間内及び時間外における自己研鑽は、結果的に職場及び組織全体の仕事の効率化につながることを、管理職が認識

する。

　→管理職の「WLB研修（仮称）」の受講が、研修に対する認識や理解を高める可能性がある。

・ 各種の管理監督者向けの研修を実施しているが、どの部署も限られた職員人数の中、増大する市民ニーズ等に対応するため、

容易に職員を研修に派遣できない状況もある。

・ 次長職の会議等で、各職場へ研修の積極的参加を呼び掛けている。

また、キャンセルにあたっては、その理由を明記した事務連絡の提出を義務付けている。

・ 管理職マネジメント研修・人事考課制度の導入などにより、研修の重要性を認識するようにしている。

・ 人材育成基本方針の実施計画の中で管理職の研修に対する意識を訴えている。またＯＪＴ研修のうち管理職を対象とする研修に

おいては、新人職員を課をあげて育てるという意識啓発の中で研修の必要性の理解を促している。

・ 管理職向けに人材育成研修を実施し、人材育成ツールの活用に関する方法論や人材育成に関する考え方の浸透を図っている。

また、人材育成基本方針の内容を紹介するためのメールマガジンを職員向けに送付している。まずは、能力向上の大切さを職員

の共通認識とすることが肝要と考える。

・ 方策は特に実施していないが、職員が研修受講を希望した場合、業務に支障をきたさない限り、認める上司が多いように思われ

る。

また、特に一定の職場の職員に受けてもらいたい研修については、直接所属長に依頼し、推薦者を選出してもらっている。

・ 研修案内を所属長宛に発信し、所属長から職員へ研修参加を促す方法をとっている。また、研修報告書に上司からコメントを記入

する欄を設け相互のコミュニケーション、ＯＪＴへの一助として活用している。

・ 副市長を委員長とする人材育成委員会や係長主任をメンバーとする研修委員会などで啓発に努め、年度の初めに所属長宛に事

務連絡をし、推薦書については所属長を合議先として周知している。また、資料配布の際にも可能な限り研修生の上司に伝え、研

修後は復命書の提出を義務付け、所属の係・課、職員課で回覧している。

・ 研修生への研修通知、研修辞令、研修テキスト等の配布は、直接本人ではなく、課長に手渡しし、研修生へ配布してもらうようにし

ている。また、年度初めに研修概要を各課に配布し、該当している職員、日程の確認が早期に出来るようにしている。

・ 現状は研修の選択、必修ともにスムーズに選出や決定がされているため、特別な方策はしていない。

・ ４月当初に年間の研修スケジュールを全職員に配布し、各課長には研修参加への配慮をお願いしている。さらに受講の約２ヶ月前

に研修受講の確認通知を本人あてに発送し、この通知の中に所属課長、係長が確認印を押す欄を設け意思の統一を図っている。

・ 研修参加者の職員に対し、その研修に参加し、知識や技術を習得することが、自分自身のスキルアップに繋がり、ひいてはその

評価の上昇にも繋がることを説明するようにしている。

研修参加への意欲や姿勢については、上司の認識が大きく関わっていると考えます。研修に対する
上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか。どのようなことを実施しているかご記入く
ださい。また、どのような方策が必要だと思われるかご記入ください。

①　「上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか」主なご意見

No.21

・ 部下の研修受講前には、支援的コメントを求めるとともに、受講後の研修レポートに所属長所見欄を設けている。

・ 良い方策を打出せないのが現状

・ 全庁的に取り組むべき課題解決に直結する研修については、主管者会議で趣旨説明を行い、その上で各課へ通知し、管理職から

のフォローを期待しているところである。しかしながら、所属長の認識には、少なからず温度差があり、必ずしも研修の意図が末端

まで通じていないのが現状である。

・ 考課者研修で考課要素に関係する能力開発研修を積極的に受けるよう促している。

・ 一部研修の事前課題において、上司からの研修への期待記入欄を設けている。

・ 「ワークライフ･バランス（WLB）研修（仮称）」を上司（管理職）に受講してもらう。

　→効率的に仕事するためには、研修で個人のスキルアップを図ることも必要。

　→仕事時間内及び時間外における自己研鑽は、結果的に職場及び組織全体の仕事の効率化につながることを、管理職が認識

する。

　→管理職の「WLB研修（仮称）」の受講が、研修に対する認識や理解を高める可能性がある。

・ 各種の管理監督者向けの研修を実施しているが、どの部署も限られた職員人数の中、増大する市民ニーズ等に対応するため、

容易に職員を研修に派遣できない状況もある。

・ 次長職の会議等で、各職場へ研修の積極的参加を呼び掛けている。

また、キャンセルにあたっては、その理由を明記した事務連絡の提出を義務付けている。

・ 管理職マネジメント研修・人事考課制度の導入などにより、研修の重要性を認識するようにしている。

・ 人材育成基本方針の実施計画の中で管理職の研修に対する意識を訴えている。またＯＪＴ研修のうち管理職を対象とする研修に

おいては、新人職員を課をあげて育てるという意識啓発の中で研修の必要性の理解を促している。

・ 管理職向けに人材育成研修を実施し、人材育成ツールの活用に関する方法論や人材育成に関する考え方の浸透を図っている。

また、人材育成基本方針の内容を紹介するためのメールマガジンを職員向けに送付している。まずは、能力向上の大切さを職員

の共通認識とすることが肝要と考える。

・ 方策は特に実施していないが、職員が研修受講を希望した場合、業務に支障をきたさない限り、認める上司が多いように思われ

る。

また、特に一定の職場の職員に受けてもらいたい研修については、直接所属長に依頼し、推薦者を選出してもらっている。

・ 研修案内を所属長宛に発信し、所属長から職員へ研修参加を促す方法をとっている。また、研修報告書に上司からコメントを記入

する欄を設け相互のコミュニケーション、ＯＪＴへの一助として活用している。

・ 副市長を委員長とする人材育成委員会や係長主任をメンバーとする研修委員会などで啓発に努め、年度の初めに所属長宛に事

務連絡をし、推薦書については所属長を合議先として周知している。また、資料配布の際にも可能な限り研修生の上司に伝え、研

修後は復命書の提出を義務付け、所属の係・課、職員課で回覧している。

・ 研修生への研修通知、研修辞令、研修テキスト等の配布は、直接本人ではなく、課長に手渡しし、研修生へ配布してもらうようにし

ている。また、年度初めに研修概要を各課に配布し、該当している職員、日程の確認が早期に出来るようにしている。

・ 現状は研修の選択、必修ともにスムーズに選出や決定がされているため、特別な方策はしていない。

・ ４月当初に年間の研修スケジュールを全職員に配布し、各課長には研修参加への配慮をお願いしている。さらに受講の約２ヶ月前

に研修受講の確認通知を本人あてに発送し、この通知の中に所属課長、係長が確認印を押す欄を設け意思の統一を図っている。

・ 研修参加者の職員に対し、その研修に参加し、知識や技術を習得することが、自分自身のスキルアップに繋がり、ひいてはその

評価の上昇にも繋がることを説明するようにしている。

研修参加への意欲や姿勢については、上司の認識が大きく関わっていると考えます。研修に対する
上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか。どのようなことを実施しているかご記入く
ださい。また、どのような方策が必要だと思われるかご記入ください。

①　「上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか」主なご意見

②　「上司の認識や理解を高めるためにどのような方策が必要か」主なご意見

No.21

・ 部下の研修受講前には、支援的コメントを求めるとともに、受講後の研修レポートに所属長所見欄を設けている。

・ 良い方策を打出せないのが現状

・ 全庁的に取り組むべき課題解決に直結する研修については、主管者会議で趣旨説明を行い、その上で各課へ通知し、管理職から

のフォローを期待しているところである。しかしながら、所属長の認識には、少なからず温度差があり、必ずしも研修の意図が末端

まで通じていないのが現状である。

・ 考課者研修で考課要素に関係する能力開発研修を積極的に受けるよう促している。

・ 一部研修の事前課題において、上司からの研修への期待記入欄を設けている。

・ 「ワークライフ･バランス（WLB）研修（仮称）」を上司（管理職）に受講してもらう。

　→効率的に仕事するためには、研修で個人のスキルアップを図ることも必要。

　→仕事時間内及び時間外における自己研鑽は、結果的に職場及び組織全体の仕事の効率化につながることを、管理職が認識

する。

　→管理職の「WLB研修（仮称）」の受講が、研修に対する認識や理解を高める可能性がある。

・ 各種の管理監督者向けの研修を実施しているが、どの部署も限られた職員人数の中、増大する市民ニーズ等に対応するため、

容易に職員を研修に派遣できない状況もある。

・ 次長職の会議等で、各職場へ研修の積極的参加を呼び掛けている。

また、キャンセルにあたっては、その理由を明記した事務連絡の提出を義務付けている。

・ 管理職マネジメント研修・人事考課制度の導入などにより、研修の重要性を認識するようにしている。

・ 人材育成基本方針の実施計画の中で管理職の研修に対する意識を訴えている。またＯＪＴ研修のうち管理職を対象とする研修に

おいては、新人職員を課をあげて育てるという意識啓発の中で研修の必要性の理解を促している。

・ 管理職向けに人材育成研修を実施し、人材育成ツールの活用に関する方法論や人材育成に関する考え方の浸透を図っている。

また、人材育成基本方針の内容を紹介するためのメールマガジンを職員向けに送付している。まずは、能力向上の大切さを職員

の共通認識とすることが肝要と考える。

・ 方策は特に実施していないが、職員が研修受講を希望した場合、業務に支障をきたさない限り、認める上司が多いように思われ

る。

また、特に一定の職場の職員に受けてもらいたい研修については、直接所属長に依頼し、推薦者を選出してもらっている。

・ 研修案内を所属長宛に発信し、所属長から職員へ研修参加を促す方法をとっている。また、研修報告書に上司からコメントを記入

する欄を設け相互のコミュニケーション、ＯＪＴへの一助として活用している。

・ 副市長を委員長とする人材育成委員会や係長主任をメンバーとする研修委員会などで啓発に努め、年度の初めに所属長宛に事

務連絡をし、推薦書については所属長を合議先として周知している。また、資料配布の際にも可能な限り研修生の上司に伝え、研

修後は復命書の提出を義務付け、所属の係・課、職員課で回覧している。

・ 研修生への研修通知、研修辞令、研修テキスト等の配布は、直接本人ではなく、課長に手渡しし、研修生へ配布してもらうようにし

ている。また、年度初めに研修概要を各課に配布し、該当している職員、日程の確認が早期に出来るようにしている。

・ 現状は研修の選択、必修ともにスムーズに選出や決定がされているため、特別な方策はしていない。

・ ４月当初に年間の研修スケジュールを全職員に配布し、各課長には研修参加への配慮をお願いしている。さらに受講の約２ヶ月前

に研修受講の確認通知を本人あてに発送し、この通知の中に所属課長、係長が確認印を押す欄を設け意思の統一を図っている。

・ 研修参加者の職員に対し、その研修に参加し、知識や技術を習得することが、自分自身のスキルアップに繋がり、ひいてはその

評価の上昇にも繋がることを説明するようにしている。

・ 部下育成は上司の責務であるので、上司に部下育成計画などを作成させて、人事考課対象にするなどしたいところだが、部下育

成の成果というものが、形や数値で表しにくいので、考課対象にするのは難しい。

研修参加への意欲や姿勢については、上司の認識が大きく関わっていると考えます。研修に対する
上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか。どのようなことを実施しているかご記入く
ださい。また、どのような方策が必要だと思われるかご記入ください。

①　「上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか」主なご意見

②　「上司の認識や理解を高めるためにどのような方策が必要か」主なご意見

No.21

・ 部下の研修受講前には、支援的コメントを求めるとともに、受講後の研修レポートに所属長所見欄を設けている。

・ 良い方策を打出せないのが現状

・ 全庁的に取り組むべき課題解決に直結する研修については、主管者会議で趣旨説明を行い、その上で各課へ通知し、管理職から

のフォローを期待しているところである。しかしながら、所属長の認識には、少なからず温度差があり、必ずしも研修の意図が末端

まで通じていないのが現状である。

・ 考課者研修で考課要素に関係する能力開発研修を積極的に受けるよう促している。

・ 一部研修の事前課題において、上司からの研修への期待記入欄を設けている。

・ 「ワークライフ･バランス（WLB）研修（仮称）」を上司（管理職）に受講してもらう。

　→効率的に仕事するためには、研修で個人のスキルアップを図ることも必要。

　→仕事時間内及び時間外における自己研鑽は、結果的に職場及び組織全体の仕事の効率化につながることを、管理職が認識

する。

　→管理職の「WLB研修（仮称）」の受講が、研修に対する認識や理解を高める可能性がある。

・ 各種の管理監督者向けの研修を実施しているが、どの部署も限られた職員人数の中、増大する市民ニーズ等に対応するため、

容易に職員を研修に派遣できない状況もある。

・ 次長職の会議等で、各職場へ研修の積極的参加を呼び掛けている。

また、キャンセルにあたっては、その理由を明記した事務連絡の提出を義務付けている。

・ 管理職マネジメント研修・人事考課制度の導入などにより、研修の重要性を認識するようにしている。

・ 人材育成基本方針の実施計画の中で管理職の研修に対する意識を訴えている。またＯＪＴ研修のうち管理職を対象とする研修に

おいては、新人職員を課をあげて育てるという意識啓発の中で研修の必要性の理解を促している。

・ 管理職向けに人材育成研修を実施し、人材育成ツールの活用に関する方法論や人材育成に関する考え方の浸透を図っている。

また、人材育成基本方針の内容を紹介するためのメールマガジンを職員向けに送付している。まずは、能力向上の大切さを職員

の共通認識とすることが肝要と考える。

・ 方策は特に実施していないが、職員が研修受講を希望した場合、業務に支障をきたさない限り、認める上司が多いように思われ

る。

また、特に一定の職場の職員に受けてもらいたい研修については、直接所属長に依頼し、推薦者を選出してもらっている。

・ 研修案内を所属長宛に発信し、所属長から職員へ研修参加を促す方法をとっている。また、研修報告書に上司からコメントを記入

する欄を設け相互のコミュニケーション、ＯＪＴへの一助として活用している。

・ 副市長を委員長とする人材育成委員会や係長主任をメンバーとする研修委員会などで啓発に努め、年度の初めに所属長宛に事

務連絡をし、推薦書については所属長を合議先として周知している。また、資料配布の際にも可能な限り研修生の上司に伝え、研

修後は復命書の提出を義務付け、所属の係・課、職員課で回覧している。

・ 研修生への研修通知、研修辞令、研修テキスト等の配布は、直接本人ではなく、課長に手渡しし、研修生へ配布してもらうようにし

ている。また、年度初めに研修概要を各課に配布し、該当している職員、日程の確認が早期に出来るようにしている。

・ 現状は研修の選択、必修ともにスムーズに選出や決定がされているため、特別な方策はしていない。

・ ４月当初に年間の研修スケジュールを全職員に配布し、各課長には研修参加への配慮をお願いしている。さらに受講の約２ヶ月前

に研修受講の確認通知を本人あてに発送し、この通知の中に所属課長、係長が確認印を押す欄を設け意思の統一を図っている。

・ 研修参加者の職員に対し、その研修に参加し、知識や技術を習得することが、自分自身のスキルアップに繋がり、ひいてはその

評価の上昇にも繋がることを説明するようにしている。

・ 部下育成は上司の責務であるので、上司に部下育成計画などを作成させて、人事考課対象にするなどしたいところだが、部下育

成の成果というものが、形や数値で表しにくいので、考課対象にするのは難しい。

・ 今年度中に、人材育成基本方針を策定する予定であり、策定プロセスのなかで管理職も含めた各職制ごとのヒアリングを実施し、

組織をあげての人材育成について全職員が考える機会を作る予定でる。

研修参加への意欲や姿勢については、上司の認識が大きく関わっていると考えます。研修に対する
上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか。どのようなことを実施しているかご記入く
ださい。また、どのような方策が必要だと思われるかご記入ください。

①　「上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか」主なご意見

②　「上司の認識や理解を高めるためにどのような方策が必要か」主なご意見

No.21

・ 部下の研修受講前には、支援的コメントを求めるとともに、受講後の研修レポートに所属長所見欄を設けている。

・ 良い方策を打出せないのが現状

・ 全庁的に取り組むべき課題解決に直結する研修については、主管者会議で趣旨説明を行い、その上で各課へ通知し、管理職から

のフォローを期待しているところである。しかしながら、所属長の認識には、少なからず温度差があり、必ずしも研修の意図が末端

まで通じていないのが現状である。

・ 考課者研修で考課要素に関係する能力開発研修を積極的に受けるよう促している。

・ 一部研修の事前課題において、上司からの研修への期待記入欄を設けている。

・ 「ワークライフ･バランス（WLB）研修（仮称）」を上司（管理職）に受講してもらう。

　→効率的に仕事するためには、研修で個人のスキルアップを図ることも必要。

　→仕事時間内及び時間外における自己研鑽は、結果的に職場及び組織全体の仕事の効率化につながることを、管理職が認識

する。

　→管理職の「WLB研修（仮称）」の受講が、研修に対する認識や理解を高める可能性がある。

・ 各種の管理監督者向けの研修を実施しているが、どの部署も限られた職員人数の中、増大する市民ニーズ等に対応するため、

容易に職員を研修に派遣できない状況もある。

・ 次長職の会議等で、各職場へ研修の積極的参加を呼び掛けている。

また、キャンセルにあたっては、その理由を明記した事務連絡の提出を義務付けている。

・ 管理職マネジメント研修・人事考課制度の導入などにより、研修の重要性を認識するようにしている。

・ 人材育成基本方針の実施計画の中で管理職の研修に対する意識を訴えている。またＯＪＴ研修のうち管理職を対象とする研修に

おいては、新人職員を課をあげて育てるという意識啓発の中で研修の必要性の理解を促している。

・ 管理職向けに人材育成研修を実施し、人材育成ツールの活用に関する方法論や人材育成に関する考え方の浸透を図っている。

また、人材育成基本方針の内容を紹介するためのメールマガジンを職員向けに送付している。まずは、能力向上の大切さを職員

の共通認識とすることが肝要と考える。

・ 方策は特に実施していないが、職員が研修受講を希望した場合、業務に支障をきたさない限り、認める上司が多いように思われ

る。

また、特に一定の職場の職員に受けてもらいたい研修については、直接所属長に依頼し、推薦者を選出してもらっている。

・ 研修案内を所属長宛に発信し、所属長から職員へ研修参加を促す方法をとっている。また、研修報告書に上司からコメントを記入

する欄を設け相互のコミュニケーション、ＯＪＴへの一助として活用している。

・ 副市長を委員長とする人材育成委員会や係長主任をメンバーとする研修委員会などで啓発に努め、年度の初めに所属長宛に事

務連絡をし、推薦書については所属長を合議先として周知している。また、資料配布の際にも可能な限り研修生の上司に伝え、研

修後は復命書の提出を義務付け、所属の係・課、職員課で回覧している。

・ 研修生への研修通知、研修辞令、研修テキスト等の配布は、直接本人ではなく、課長に手渡しし、研修生へ配布してもらうようにし

ている。また、年度初めに研修概要を各課に配布し、該当している職員、日程の確認が早期に出来るようにしている。

・ 現状は研修の選択、必修ともにスムーズに選出や決定がされているため、特別な方策はしていない。

・ ４月当初に年間の研修スケジュールを全職員に配布し、各課長には研修参加への配慮をお願いしている。さらに受講の約２ヶ月前

に研修受講の確認通知を本人あてに発送し、この通知の中に所属課長、係長が確認印を押す欄を設け意思の統一を図っている。

・ 研修参加者の職員に対し、その研修に参加し、知識や技術を習得することが、自分自身のスキルアップに繋がり、ひいてはその

評価の上昇にも繋がることを説明するようにしている。

・ 部下育成は上司の責務であるので、上司に部下育成計画などを作成させて、人事考課対象にするなどしたいところだが、部下育

成の成果というものが、形や数値で表しにくいので、考課対象にするのは難しい。

・ 今年度中に、人材育成基本方針を策定する予定であり、策定プロセスのなかで管理職も含めた各職制ごとのヒアリングを実施し、

組織をあげての人材育成について全職員が考える機会を作る予定でる。

・ 管理職を主に組織された検討委員会を立ち上げ、そこで研修計画等を作成・周知し、研修に対する認識、必要性等を理解してもら

うことが出来れば良いのだが。

研修参加への意欲や姿勢については、上司の認識が大きく関わっていると考えます。研修に対する
上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか。どのようなことを実施しているかご記入く
ださい。また、どのような方策が必要だと思われるかご記入ください。

①　「上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか」主なご意見

②　「上司の認識や理解を高めるためにどのような方策が必要か」主なご意見
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・ 部下の研修受講前には、支援的コメントを求めるとともに、受講後の研修レポートに所属長所見欄を設けている。

・ 良い方策を打出せないのが現状

・ 全庁的に取り組むべき課題解決に直結する研修については、主管者会議で趣旨説明を行い、その上で各課へ通知し、管理職から

のフォローを期待しているところである。しかしながら、所属長の認識には、少なからず温度差があり、必ずしも研修の意図が末端

まで通じていないのが現状である。

・ 考課者研修で考課要素に関係する能力開発研修を積極的に受けるよう促している。

・ 一部研修の事前課題において、上司からの研修への期待記入欄を設けている。

・ 「ワークライフ･バランス（WLB）研修（仮称）」を上司（管理職）に受講してもらう。

　→効率的に仕事するためには、研修で個人のスキルアップを図ることも必要。

　→仕事時間内及び時間外における自己研鑽は、結果的に職場及び組織全体の仕事の効率化につながることを、管理職が認識

する。

　→管理職の「WLB研修（仮称）」の受講が、研修に対する認識や理解を高める可能性がある。

・ 各種の管理監督者向けの研修を実施しているが、どの部署も限られた職員人数の中、増大する市民ニーズ等に対応するため、

容易に職員を研修に派遣できない状況もある。

・ 次長職の会議等で、各職場へ研修の積極的参加を呼び掛けている。

また、キャンセルにあたっては、その理由を明記した事務連絡の提出を義務付けている。

・ 管理職マネジメント研修・人事考課制度の導入などにより、研修の重要性を認識するようにしている。

・ 人材育成基本方針の実施計画の中で管理職の研修に対する意識を訴えている。またＯＪＴ研修のうち管理職を対象とする研修に

おいては、新人職員を課をあげて育てるという意識啓発の中で研修の必要性の理解を促している。

・ 管理職向けに人材育成研修を実施し、人材育成ツールの活用に関する方法論や人材育成に関する考え方の浸透を図っている。

また、人材育成基本方針の内容を紹介するためのメールマガジンを職員向けに送付している。まずは、能力向上の大切さを職員

の共通認識とすることが肝要と考える。

・ 方策は特に実施していないが、職員が研修受講を希望した場合、業務に支障をきたさない限り、認める上司が多いように思われ

る。

また、特に一定の職場の職員に受けてもらいたい研修については、直接所属長に依頼し、推薦者を選出してもらっている。

・ 研修案内を所属長宛に発信し、所属長から職員へ研修参加を促す方法をとっている。また、研修報告書に上司からコメントを記入

する欄を設け相互のコミュニケーション、ＯＪＴへの一助として活用している。

・ 副市長を委員長とする人材育成委員会や係長主任をメンバーとする研修委員会などで啓発に努め、年度の初めに所属長宛に事

務連絡をし、推薦書については所属長を合議先として周知している。また、資料配布の際にも可能な限り研修生の上司に伝え、研

修後は復命書の提出を義務付け、所属の係・課、職員課で回覧している。

・ 研修生への研修通知、研修辞令、研修テキスト等の配布は、直接本人ではなく、課長に手渡しし、研修生へ配布してもらうようにし

ている。また、年度初めに研修概要を各課に配布し、該当している職員、日程の確認が早期に出来るようにしている。

・ 現状は研修の選択、必修ともにスムーズに選出や決定がされているため、特別な方策はしていない。

・ ４月当初に年間の研修スケジュールを全職員に配布し、各課長には研修参加への配慮をお願いしている。さらに受講の約２ヶ月前

に研修受講の確認通知を本人あてに発送し、この通知の中に所属課長、係長が確認印を押す欄を設け意思の統一を図っている。

・ 研修参加者の職員に対し、その研修に参加し、知識や技術を習得することが、自分自身のスキルアップに繋がり、ひいてはその

評価の上昇にも繋がることを説明するようにしている。

・ 部下育成は上司の責務であるので、上司に部下育成計画などを作成させて、人事考課対象にするなどしたいところだが、部下育

成の成果というものが、形や数値で表しにくいので、考課対象にするのは難しい。

・ 今年度中に、人材育成基本方針を策定する予定であり、策定プロセスのなかで管理職も含めた各職制ごとのヒアリングを実施し、

組織をあげての人材育成について全職員が考える機会を作る予定でる。

・ 管理職を主に組織された検討委員会を立ち上げ、そこで研修計画等を作成・周知し、研修に対する認識、必要性等を理解してもら

うことが出来れば良いのだが。

・ 研修所における管理職又は係長職向けの新任研修・現任研修などの必修研修については、職員の人材育成を図る上で職場が協

力して研修の受講を推進することが必要であることを、テーマとして取り上げていただきたい。

研修参加への意欲や姿勢については、上司の認識が大きく関わっていると考えます。研修に対する
上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか。どのようなことを実施しているかご記入く
ださい。また、どのような方策が必要だと思われるかご記入ください。

①　「上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか」主なご意見

②　「上司の認識や理解を高めるためにどのような方策が必要か」主なご意見
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・ 部下の研修受講前には、支援的コメントを求めるとともに、受講後の研修レポートに所属長所見欄を設けている。

・ 良い方策を打出せないのが現状

・ 全庁的に取り組むべき課題解決に直結する研修については、主管者会議で趣旨説明を行い、その上で各課へ通知し、管理職から

のフォローを期待しているところである。しかしながら、所属長の認識には、少なからず温度差があり、必ずしも研修の意図が末端

まで通じていないのが現状である。

・ 考課者研修で考課要素に関係する能力開発研修を積極的に受けるよう促している。

・ 一部研修の事前課題において、上司からの研修への期待記入欄を設けている。

・ 「ワークライフ･バランス（WLB）研修（仮称）」を上司（管理職）に受講してもらう。

　→効率的に仕事するためには、研修で個人のスキルアップを図ることも必要。

　→仕事時間内及び時間外における自己研鑽は、結果的に職場及び組織全体の仕事の効率化につながることを、管理職が認識

する。

　→管理職の「WLB研修（仮称）」の受講が、研修に対する認識や理解を高める可能性がある。

・ 各種の管理監督者向けの研修を実施しているが、どの部署も限られた職員人数の中、増大する市民ニーズ等に対応するため、

容易に職員を研修に派遣できない状況もある。

・ 次長職の会議等で、各職場へ研修の積極的参加を呼び掛けている。

また、キャンセルにあたっては、その理由を明記した事務連絡の提出を義務付けている。

・ 管理職マネジメント研修・人事考課制度の導入などにより、研修の重要性を認識するようにしている。

・ 人材育成基本方針の実施計画の中で管理職の研修に対する意識を訴えている。またＯＪＴ研修のうち管理職を対象とする研修に

おいては、新人職員を課をあげて育てるという意識啓発の中で研修の必要性の理解を促している。

・ 管理職向けに人材育成研修を実施し、人材育成ツールの活用に関する方法論や人材育成に関する考え方の浸透を図っている。

また、人材育成基本方針の内容を紹介するためのメールマガジンを職員向けに送付している。まずは、能力向上の大切さを職員

の共通認識とすることが肝要と考える。

・ 方策は特に実施していないが、職員が研修受講を希望した場合、業務に支障をきたさない限り、認める上司が多いように思われ

る。

また、特に一定の職場の職員に受けてもらいたい研修については、直接所属長に依頼し、推薦者を選出してもらっている。

・ 研修案内を所属長宛に発信し、所属長から職員へ研修参加を促す方法をとっている。また、研修報告書に上司からコメントを記入

する欄を設け相互のコミュニケーション、ＯＪＴへの一助として活用している。

・ 副市長を委員長とする人材育成委員会や係長主任をメンバーとする研修委員会などで啓発に努め、年度の初めに所属長宛に事

務連絡をし、推薦書については所属長を合議先として周知している。また、資料配布の際にも可能な限り研修生の上司に伝え、研

修後は復命書の提出を義務付け、所属の係・課、職員課で回覧している。

・ 研修生への研修通知、研修辞令、研修テキスト等の配布は、直接本人ではなく、課長に手渡しし、研修生へ配布してもらうようにし

ている。また、年度初めに研修概要を各課に配布し、該当している職員、日程の確認が早期に出来るようにしている。

・ 現状は研修の選択、必修ともにスムーズに選出や決定がされているため、特別な方策はしていない。

・ ４月当初に年間の研修スケジュールを全職員に配布し、各課長には研修参加への配慮をお願いしている。さらに受講の約２ヶ月前

に研修受講の確認通知を本人あてに発送し、この通知の中に所属課長、係長が確認印を押す欄を設け意思の統一を図っている。

・ 研修参加者の職員に対し、その研修に参加し、知識や技術を習得することが、自分自身のスキルアップに繋がり、ひいてはその

評価の上昇にも繋がることを説明するようにしている。

・ 部下育成は上司の責務であるので、上司に部下育成計画などを作成させて、人事考課対象にするなどしたいところだが、部下育

成の成果というものが、形や数値で表しにくいので、考課対象にするのは難しい。

・ 今年度中に、人材育成基本方針を策定する予定であり、策定プロセスのなかで管理職も含めた各職制ごとのヒアリングを実施し、

組織をあげての人材育成について全職員が考える機会を作る予定でる。

・ 管理職を主に組織された検討委員会を立ち上げ、そこで研修計画等を作成・周知し、研修に対する認識、必要性等を理解してもら

うことが出来れば良いのだが。

・ 研修所における管理職又は係長職向けの新任研修・現任研修などの必修研修については、職員の人材育成を図る上で職場が協

力して研修の受講を推進することが必要であることを、テーマとして取り上げていただきたい。

研修参加への意欲や姿勢については、上司の認識が大きく関わっていると考えます。研修に対する
上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか。どのようなことを実施しているかご記入く
ださい。また、どのような方策が必要だと思われるかご記入ください。

①　「上司の認識や理解を高める方策を何か実施していますか」主なご意見

②　「上司の認識や理解を高めるためにどのような方策が必要か」主なご意見
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資料５ 

（人材育成基本方針と職員研修の連携・活用に関する調査・分析報告書より抜粋） 

市町村が求める人材・職員像について   

 

「人材・職員像」のキーワードの整理 

 各団体が示す「人材・職員像」は、地域の特性や状況を踏まえ導き出されたものである。 

 前項において抽出したキーワードは自ずとその背景が異なっており、そのことに留意しなけ

ればならないのは当然であるが、全体的な傾向を求めるために分類すると以下のように整理さ

れることができる。 
 

キーワード 分類 1 分類 2 
市民感覚 
住民感覚 
住民の視点 
住民の立場 
市民の立場 
市民のために地方自治の諸制度を理解・活用 

住民感覚 
住民視点 

住民志向 

市民ニーズに的確に応える 
市民ニーズに的確に対応 
住民ニーズの的確な把握 
コミュニケーション 

市民ニーズへの対応 
住民ニーズの把握 

市民満足度向上への気概 
市民サービスの向上に向け行動 
よりよい市民サービスの実行 
市民満足 

市民満足 
サービスの向上 

市民とともに協働によるまちづくり 
市民と協働 
協働 
協働能力 

協働 

市民から好かれる（好務員） 
信頼獲得志向 
傾聴能力 
市民から信頼 
市民に信頼 
住民から信頼 
市民の信頼・期待に応える 
市民志向 

市民から信頼 
市民志向 

経営感覚 
経営的な感覚 
経営志向 
地域経営の視点で行動 
地域経営の感覚 
地域経営感覚 
経営能力 

経営感覚 
地域経営 

経営志向 アカウンタビリティ 
説明責任 

説明責任 

改革・改善への気概 
事務の効率化を図る 
コスト意識 
効率的な行政運営を行う 
課題発見と解決 
職務遂行   組織支援 

効率的な行政運営 
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キーワード 分類 1 分類 2 
長期的・大局的な視点 
長期的視点に立つ 
中長期的視野 
中長期的で、広い視野 
広い視野で総合的に判断・行動 
動向・情報を的確に把握 
時代の変化に対応 
危機意識 
情報収集と活用 

長期的視点 
広い視野 

創造性志向 

チャレンジ精神 
チャレンジ志向 
チャレンジする精神と向上心 
常にチャレンジ 
チャレンジ能力 
地域の未来を担う意欲 
積極的な取り組み 
新たな課題への積極的な取り組み 
仕事への気概 
行動できる（行務員） 
新たな課題に挑戦 
エネルギッシュに課題に挑戦 
行動 

チャレンジ精神 
積極的な取り組み 

政策形成力 
創造性 
創造能力 
発想と構想 

創造性 

行政のプロフェッショナル 
行政のプロ 
パーソナル・パワー 
マネジメント・パワー 
プロの行政マンとしての自覚 
高度な専門知識 

プロフェッショナル 

豊かな人間性 
人間性 
光輝く（光務員） 
職場で信頼 
チームワーク志向 
魅力 
愛着心 

人間性 

人間性志向 
自己啓発への気概   自律的に行動 
自ら成長   考えることのできる（考務員）

自ら考える      自立 
自己を磨く  セルフ・プロデュース 

自己研鑽 

高い倫理観・使命感 
高い倫理観 
責任ある行動 
公平・誠実な行動 
倫理と良識 

倫理観 
使命感 
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 「分類 1」は、キーワード群を集約して設定した分類である。 

 そのうち、主に市民や住民を志向するものとして「住民感覚」「住民視点」「市民ニーズへ

の対応」「住民ニーズの把握」「市民満足」「サービスの向上」「協働」「市民から信頼」「市

民志向」等に集約されると考えられるが、これらは「住民志向」としてさらにまとめられるも

のと考えられる。 

 また、経営的な観点を志向するものとして「経営感覚」「地域経営」「説明責任」「効率的

な行政運営」等に集約されると考えられるが、これらは「経営志向」としてさらにまとめられ

るものと考えられる。 

 次いで、経営的な視点とは一線を画し、職員個々の在り様を志向するものとして「長期的視

点」「広い視野」「チャレンジ精神」「積極的な取り組み」「創造性」「プロフェッショナル」

等に集約されると考えられるが、これらは「創造性志向」としてさらにまとめられるものと考

えられる。 

 さらに、職員個々の行動規範的な在り様を志向するものとして「人間性」「自己研鑽」「倫

理観」「使命感」等に集約されると考えられるが、これらは「人間性志向」としてさらにまと

められるものと考えられる。 

 

 「分類 2」として集約した、「住民志向」「経営志向」「創造性志向」「人間性志向」は、

明確なルールに基づき設定したものではないが、各団体が求める人材像・職員像としてその方

向性をある程度明らかにしているものと考えられる。 
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資料６ 

（人材育成基本方針と職員研修の連携・活用に関する調査・分析報告書より抜粋） 

市町村が求める職員の能力要件等について 
 

 職層別に能力要件を設定しているのは 12 団体であるが、設定されている主な能力要件を整理

し分類すると、以下のとおりである。 

 

①管理職層 

主な能力要件 分類 

・政策決定能力        ・政策立案能力 

・企画力           ・政策形成能力 

・企画・政策形成能力     ・政策調整能力 

・課題発見能力        ・政策推進力 

政策形成能力 

・行政経営能力        ・経営感覚 

・業務遂行能力        ・事業推進力 

・改革意識 
行政経営能力 

・組織管理能力        ・統率力 

・指導力           ・目標管理能力 

・組織統率力         ・マネジメント能力 
組織管理能力 

・危機管理能力        ・決断力 

・判断力           ・意思決定能力 
意思決定能力 

・外部折衝・交渉能力     ・折衝交渉能力 

・折衝・調整力        ・総合調整能力 

・説明折衝能力        ・説明責任能力 

・説明能力          ・庁内・対外調整力 

・協働能力 

折衝調整能力 

・情報処理能力        ・情報分析能力 

・内部調整能力        ・人的ネットワーク形成能力
情報活用能力 

・勤務評定能力        ・人事評価能力 

・業績評価能力 
人事管理能力 

・指導育成能力        ・部下育成能力 

・リーダーシップ       ・カウンセリング能力 

・コミュニケーション能力   ・統率力 
指導能力 

 

 上表において「分類」は、キーワード群を集約して設定した分類である。 

 管理職層においては、多くの能力が求められているが、政策形成能力、組織管理能力、意思

決定能力、折衝調整能力、人事管理能力等、他の職層と比べ組織運営能力が強く求められてい

ると考えられる。 
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②指導職層 

主な能力要件 分類 

・政策立案能力        ・企画立案能力 

・企画立案力         ・構想力 

・課題発見能力        ・問題解決能力 

・政策法務能力 

政策形成能力 

・経営・管理能力       ・責任感 行政経営能力 

・事務処理能力        ・組織管理能力 

・業務遂行能力        ・職務遂行能力 

・業務進行管理能力      ・目標管理能力 
組織管理能力 

・総合調整能力        ・調整能力 

・庁内・対外調整力      ・情報活用能力 

・折衝・調整力        ・説明折衝能力 

・折衝交渉能力        ・協働能力 

折衝調整能力 

・指導育成能力        ・柔軟性 

・リーダーシップ能力     ・人材育成力 

・組織環境整備能力      ・コミュニケーション能力 

・自己啓発意欲        ・判断力 

・積極性 

指導能力 

 

 上表において「分類」は、キーワード群を集約して設定した分類である。 

 指導職層においても比較的多くの能力が求められており、分類項目としてまとめられる能力

は、管理職層と重なるものが多いが、管理職層での「意思決定能力」や「人事管理能力」は含

まれていないことが特徴である。 

 

③一般職層 

主な能力要件 分類 

・政策形成能力        ・論理的思考力 

・情報収集力         ・課題発見能力 

・問題解決能力        ・情報処理能力 
政策形成能力 

・業務遂行基礎能力      ・目標管理能力 

・職務遂行能力        ・専門能力 

・法務能力          ・効率性の感覚 

・適応能力          ・理解力 

・IT 操作能力 

業務遂行能力 

・組織コミュニケーション能力 ・コミュニケーション力 

・協調性           ・指導育成能力 

・折衝力           ・市民対応力 

・プレゼンテーション能力   ・接遇能力 

・協働能力          ・規律性 

対人関係能力 

 

 上表において「分類」は、キーワード群を集約して設定した分類である。 

 一般職層においては、業務遂行能力や対人関係能力等、組織における役割を的確に果たすた

めの能力が求められていると考えられる。 
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研修体系（職層別、政策・法務、専門職研修）新旧対照 

 

改正後

職層別研修 新任研修

現任研修

係長研修

課長研修

部長研修

新任研修Ⅰ期

現任研修（３部）

現任研修（１部）

現任研修（２部）

係長現任研修

係長新任研修

現任フォローアップ

研修

新任研修Ⅱ期

課長新任研修

課長現任研修

部長研修

転職者研修

転職者研修Ⅰ期

転職者研修Ⅱ期

入庁時

入庁時

在職３年程度

在職７年程度

在職11年程度

係長１年目

係長１年以上

課長１年目

課長１年以上

部長

在職20年以上

 

 

法務研修 法律基礎部門

法律専門部門

政策財務部門

政策法務部門

政策形成部門

行政法Ⅰ

地方公務員法

行政法Ⅱ（奇数年）

民法Ⅱ（偶数年）

地方財政

自治立法実務

民法Ⅰ

地方自治法

判例研究（偶数年）

政策法務（基礎）

立法法務

政策課題研究

実務研修 総務・一般部門

税務部門

事業部門

省 略

省 略

省 略

民事訴訟法（奇数年）

自治体経営研修

 
 

専門職研修
保健師研修

（偶数年）

栄養士研修

（奇数年）

保育士研修

技術職研修
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資料７ 
 

 

現　　行

職層別研修 新任研修

現任研修

係長研修

課長研修

部長研修

新任研修Ⅰ期

現任研修（後期）

現任研修（前期）

現任研修（中期）

係長現任研修

係長新任研修

新任研修Ⅱ期

課長新任研修

課長現任研修

部長研修

転職者研修

転職者研修Ⅰ期

転職者研修Ⅱ期

入庁時

入庁時

在職５年程度

在職１０年程度

在職１５年程度

係長１年目

係長１年以上

課長１年目

課長１年以上

部長

 

 

 

政策・法務研修 法律基礎部門

法律専門部門

財政・経営部門

政策法務部門

政策形成部門

行政法Ⅰ

地方公務員法

行政法Ⅱ（奇数年）

民法・民訴法Ⅱ
（偶数年）

自治体経営

地方財政

政策法務演習
（立法法務）

民法・民訴法Ⅰ

地方自治法

政策法務演習
（判例研究）（偶数年）

政策法務（基礎）

自治立法実務

政策課題研究

実務研修 総務・一般部門

税務部門

事業部門

省 略

省 略

省 略

 
 
 

専門職研修
保健師研修

（偶数年）

栄養士研修

（スポット）

保育士研修
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東京都市町村職員研修所　研修フロー図（平成２３年度計画）
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